
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
見出し語群と各見出し語に対応する説明文章とを少なくとも格納した複数の電子辞書を利
用して、当該複数の電子辞書の内容を評価する指標を出力するために用いられるものであ
って、
語句の入力を受け付ける語句入力受付手段と、この受け付けた語句を各電子辞書に格納さ
れた見出し語群から検索する見出し語検索手段と、この検索結果に基づいて当該語句を見
出し語とする説明文章を各電子辞書から抽出する説明文章抽出手段と、抽出した各説明文
章に対して形態素解析を実行し当該説明文章に含まれる語句のうち少なくとも一部の語句
を電子辞書ごとについて前記見出し語に関連する関連語句として出力する関連語句出力手
段と、出力した各関連語句について見出し語を基準とする関連性を示す関連情報を電子辞
書ごとについて生成する関連情報生成手段と、生成した関連情報をそれぞれ出力する関連
情報出力手段とを具備し、前記語句入力受付手段が、初期値として評価対象である評価対
象語句の入力を受け付けるとともに、関連語句出力手段で出力される関連語句の入力を

受け付けるものであり、関連情報生成手段が、各関連語句に関して、評価対象語句
の入力を基準として当該関連語句が出力されるまでに語句入力受付手段

回数に基づく階層情報を含む関連情報を生成す
ることを特徴とする辞書評価支援装置。
【請求項２】
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関連語句出力手段が、説明文章を一以上の説明文に分割し、その分割した各説明文に対し
て実行した形態素解析の結果に基づいて、各説明文に出現する語句に対して当該説明文に
おける文頭からの出現順位を示す語句出現順位を付与し、所定の語句出現順位に係る語句
を関連語句として出力するものである請求項１記載の辞書評価支援装置。
【請求項３】
関連語句出力手段が、語句出現順位が１位の語句を関連語句として出力するものである請
求項２記載の辞書評価支援装置。
【請求項４】
関連語句の階層情報について所定階層までの関連情報の生成を指定する旨の階層指定情報
の入力を受け付ける階層指定情報受付手段を更に具備し、関連情報生成手段が、階層指定
情報受付手段で受け付けた階層指定情報に対応する階層情報を有する関連情報を生成した
場合、関連情報の生成を終了する旨の終了情報を生成するものであり、関連情報出力手段
がこの終了情報を含む関連情報を出力するものであって、この終了情報に基づいて語句入
力受付手段が語句の入力受付を終了するものである請求項１、２又は３記載の辞書評価支
援装置。
【請求項５】
関連語句出力手段が、出力する関連語句に対して前記語句出現順位と共に、説明文章にお
いて当該関連語句を含む説明文が出現した順位を示す説明文出現順位を付与するものであ
り、関連情報生成手段において生成する関連情報が、直前に関連語句出力手段で出力した
関連語句について、当該関連語句の語句出現順位を定数とし、且つ、当該関連語句が出現
した説明文により構成される説明文章に対応する見出し語と、前記説明文出現順位とを変
数とする関数によって表される情報から構成されるものである請求項２、３又は４記載の
辞書評価支援装置。
【請求項６】
関連語句出力手段が、評価対象語句についてのみ説明文出現順位が１位から所定順位まで
の関連語句を出力し、評価対象語句以外の関連語句については説明文出現順位が１位の関
連語句のみを出力するものである請求項５記載の辞書評価支援装置。
【請求項７】
評価対象語句に基づいて直接出力される関連語句の説明文出現順位を指定する説明文出現
順位指定情報の入力を受け付ける説明文出現順位指定情報受付手段を更に具備し、語句入
力受付手段が、説明文出現順位指定情報受付手段で受け付けた説明文出現順位指定情報に
係る説明文出現順位を越える説明文出現順位を有する関連語句の入力を受け付けないもの
である請求項１、２、３、４、５又は６記載の辞書評価支援装置。
【請求項８】
評価対象語句及び関連語句の品詞を指定する品詞指定情報を受け付ける品詞指定受付手段
を更に具備し、語句入力受付手段が、品詞指定受付手段で受け付けた品詞のみの入力を受
け付けるものであり、関連語句出力手段が、形態素解析に基づいて品詞指定受付手段で受
け付けた品詞に対応する語句のみを関連語句として出力する請求項７記載の辞書評価支援
装置。
【請求項９】
関連情報出力手段で出力した関連情報に基づいて、評価対象語句を起点とし各関連語句の
評価対象語句に対する位置付けを表した樹系図を生成する樹系図生成手段と、生成した樹
系図をディスプレイに表示可能な画像データとして出力する樹系図出力手段とを更に具備
し、樹系図生成手段が、複数の電子辞書に基づいて単一の樹系図を生成するものである請
求項１、２、３、４、５、６、７又は８記載の辞書評価支援装置。
【請求項１０】
関連情報出力手段で出力した関連情報に含まれる前記階層情報、語句出現順位、説明文出
現順位及び品詞指定情報に基づいて、評価対象語句を起点とし各関連語句の評価対象語句
に対する位置付けを表した樹系図を生成する樹系図生成手段と、生成した樹系図をディス
プレイに表示可能な画像データとして出力する樹系図出力手段とを更に具備し、樹系図生
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成手段が、複数の電子辞書に基づいて単一の樹系図を生成するものである請求項８記載の
辞書評価支援装置。
【請求項１１】
樹系図生成手段が、評価対象語句及び関連語句を表示可能な所定の語句表示欄を有する節
と、節同士を結ぶ線とからなる前記樹系図を生成するものである請求項１０記載の辞書評
価支援装置。
【請求項１２】
樹系図生成手段が、生成すべき樹系図の線の一部又は近傍に、電子辞書の名称又は種別及
び関連情報から構成される添字を付加するものである請求項１１記載の辞書評価支援装置
。
【請求項１３】
見出し語検索手段において検索対象である語句が何れかの電子辞書の見出し語群に存在し
ないと判断した場合、説明文出現順位指定情報で受け付けた説明文出現順位に該当する説
明文がその説明文章に存在しないと判断した場合、又は品詞指定受付手段で受け付けた品
詞指定情報に該当する説明文中の当該品詞に係る語彙数が所定の語句出現順位数未満と判
断した場合、の何れかの場合に該当するとき、関連情報生成手段がその電子辞書における
関連情報をヌルとするとともに、関連情報出力手段がこのヌルを返値として出力し、それ
に基づき樹系図生成手段が当該ヌルに該当する部位を空欄又は終了を表す表記に変換した
樹系図を生成し、樹系図出力手段がこの生成された樹系図を出力するものである請求項１
０、１１又は１２記載の辞書評価支援装置。
【請求項１４】
樹系図生成手段が、生成すべき樹系図の節について、電子辞書ごとに異なる形状の語句表
示欄を設定するものである請求項９、１０、１１、１２又は１３記載の辞書評価支援装置
。
【請求項１５】
樹系図生成手段が、同一の電子辞書から得られた複数の関連語句又は異なる電子辞書から
それぞれ得られた複数の関連語句が同一であって重複する場合、当該関連語句が表示され
る節における語句表示欄の形状を所定形状に変化させるものである請求項１４記載の辞書
評価支援装置。
【請求項１６】
樹系図生成手段が、生成すべき樹系図における線について、電子辞書ごとに異なる形状の
線を設定するものである請求項１０、１１、１２、１３、１４又は１５記載の辞書評価支
援装置。
【請求項１７】
樹系図生成手段が、ある関連語句と、それとは異なる関連情報を有する関連語句を重複し
て表示しない樹系図を生成するものである請求項１０、１１、１２、１３、１４、１５又
は１６記載の辞書評価支援装置。
【請求項１８】
樹系図生成手段が、生成すべき樹系図の線の一部又は近傍に、電子辞書の名称又は種別及
び関連情報から構成される添字を付加するものである場合、前記線に付加すべき添字を重
複して表示しない樹系図を生成するものである請求項１７記載の辞書評価支援装置。
【請求項１９】
樹系図生成手段が、複数の電子辞書に基づく単一の樹系図に加えて、電子辞書ごとに基づ
くそれぞれの樹系図をも生成するものであり、樹系図出力手段が、前記単一の樹系図又は
電子辞書ごとの樹系図のいずれかを選択的に出力し得るものである請求項１０、１１、１
２、１３、１４、１５、１６、１７又は１８記載の辞書評価支援装置。
【請求項２０】
樹系図出力手段が、ディスプレイ以外の出力装置にも樹系図生成手段で生成した樹系図を
画像データとして出力するものである請求項１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６
、１７、１８又は１９記載の辞書評価支援装置。
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【請求項２１】
コンピュータに見出し語群と各見出し語に対応する説明文章とを少なくとも格納した複数
の電子辞書を読み込ませ、これら電子辞書の内容を評価する指標を出力するために、当該
コンピュータを、
語句の入力を受け付ける語句入力受付手段と、この受け付けた語句を各電子辞書に格納さ
れた見出し語群から検索する見出し語検索手段と、この検索結果に基づいて当該語句を見
出し語とする説明文章を各電子辞書から抽出する説明文章抽出手段と、抽出した各説明文
章に対して形態素解析を実行し当該説明文章に含まれる語句のうち少なくとも一部の語句
を電子辞書ごとについて前記見出し語に関連する関連語句として出力する関連語句出力手
段と、出力した各関連語句について見出し語を基準とする関連性を示す関連情報を電子辞
書ごとについて生成する関連情報生成手段と、生成した関連情報それぞれを出力する関連
情報出力手段とを具備し、前記語句入力受付手段が、初期値として評価対象である評価対
象語句の入力を受け付けるとともに、関連語句出力手段で出力される関連語句の入力を

受け付けるものであり、関連情報生成手段が、各関連語句に関して、評価対象語句
の入力を基準として当該関連語句が出力されるまでに語句入力受付手段

回数に基づく階層情報を含む関連情報を生成す
る辞書評価支援装置として機能させることを特徴とする辞書評価支援プログラム。
【請求項２２】
関連語句出力手段が、説明文章を一以上の説明文に分割し、その分割した各説明文に対し
て実行した形態素解析の結果に基づいて、各説明文に出現する語句に対して当該説明文に
おける文頭からの出現順位を示す語句出現順位を付与し、所定の語句出現順位に係る語句
を関連語句として出力するようにコンピュータを機能させる請求項２１記載の辞書評価支
援プログラム。
【請求項２３】
関連語句出力手段が、語句出現順位が１位の語句を関連語句として出力するようにコンピ
ュータを機能させる請求項２２記載の辞書評価支援プログラム。
【請求項２４】
コンピュータに、関連語句の階層情報について所定階層までの関連情報の生成を指定する
旨の階層指定情報の入力を受け付ける階層指定情報受付手段を更に具備させ、関連情報生
成手段が、階層指定情報受付手段で受け付けた階層指定情報に対応する階層情報を有する
関連情報を生成した場合、関連情報の生成を終了する旨の終了情報を生成し、関連情報出
力手段がこの終了情報を含む関連情報を出力し、この終了情報に基づいて語句入力受付手
段が語句の入力受付を終了するように当該コンピュータを機能させる請求項２１、２２又
は２３記載の辞書評価支援プログラム。
【請求項２５】
関連語句出力手段が、出力する関連語句に対して前記語句出現順位と共に、説明文章にお
いて当該関連語句を含む説明文が出現した順位を示す説明文出現順位を付与し、関連情報
生成手段において生成する関連情報を、直前に関連語句出力手段で出力した関連語句につ
いて、当該関連語句の語句出現順位を定数とし、且つ、当該関連語句が出現した説明文に
より構成される説明文章に対応する見出し語と、前記説明文出現順位とを変数とする関数
によって表される情報から構成するようにコンピュータを機能させる請求項２１、２２、
２３又は２４記載の辞書評価支援プログラム。
【請求項２６】
関連語句出力手段が、評価対象語句についてのみ説明文出現順位が１位から所定順位まで
の関連語句を出力し、評価対象語句以外の関連語句については説明文出現順位が１位の関
連語句のみを出力するようにコンピュータを機能させる請求項２５記載の辞書評価支援プ
ログラム。
【請求項２７】
コンピュータに、評価対象語句に基づいて直接出力される関連語句の説明文出現順位を指
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定する説明文出現順位指定情報の入力を受け付ける説明文出現順位指定情報受付手段を更
に具備させ、語句入力受付手段が、説明文出現順位指定情報受付手段で受け付けた説明文
出現順位指定情報に係る説明文出現順位を越える説明文出現順位を有する関連語句の入力
を受け付けないように当該コンピュータを機能させる請求項２１、２２、２３、２４、２
５又は２６記載の辞書評価支援プログラム。
【請求項２８】
コンピュータに、評価対象語句及び関連語句の品詞を指定する品詞指定情報を受け付ける
品詞指定受付手段を更に具備させ、語句入力受付手段が、品詞指定受付手段で受け付けた
品詞のみの入力を受け付け、関連語句出力手段が、形態素解析に基づいて品詞指定受付手
段で受け付けた品詞に対応する語句のみを関連語句として出力する請求項２７記載の辞書
評価支援プログラム。
【請求項２９】
コンピュータに、関連情報出力手段で出力した関連情報に基づいて、評価対象語句を起点
とし各関連語句の評価対象語句に対する位置付けを表した樹系図を電子辞書ごとに生成す
る樹系図生成手段と、生成した各樹系図をディスプレイに表示可能な画像データとして出
力する樹系図出力手段とを更に具備させる請求項２１、２２、２３、２４、２５、２６、
２７又は２８記載の辞書評価支援プログラム。
【請求項３０】
コンピュータに、関連情報出力手段で出力した関連情報に含まれる前記階層情報、語句出
現順位及び説明文出現順位に基づいて、評価対象語句を起点とし各関連語句の評価対象語
句に対する位置付けを表した樹系図を電子辞書ごとに生成する樹系図生成手段と、生成し
た各樹系図をディスプレイに表示可能な画像データとして出力する樹系図出力手段とを更
に具備させる請求項２８記載の辞書評価支援プログラム。
【請求項３１】
樹系図生成手段が、評価対象語句及び関連語句を表示可能な所定の語句表示欄を有する節
と、節同士を結ぶ線とからなる前記樹系図を生成するようにコンピュータを機能させる請
求項３０記載の辞書評価支援プログラム。
【請求項３２】
樹系図生成手段が、生成すべき樹系図の線の一部又は近傍に、電子辞書の名称又は種別及
び関連情報から構成される添字を付加するようにコンピュータを機能させる請求項３１記
載の辞書評価支援プログラム。
【請求項３３】
見出し語検索手段において検索対象である語句が何れかの電子辞書の見出し語群に存在し
ないと判断した場合、説明文出現順位指定情報で受け付けた説明文出現順位に該当する説
明文がその説明文章に存在しないと判断した場合、又は品詞指定受付手段で受け付けた品
詞指定情報に該当する説明文中の当該品詞に係る語彙数が所定の語句出現順位数未満と判
断した場合、の何れかの場合に該当するとき、関連情報生成手段がその電子辞書における
関連情報をヌルとするとともに、関連情報出力手段がこのヌルを返値として出力し、それ
に基づき樹系図生成手段が当該ヌルに該当する部位を空欄又は終了を表す表記に変換した
樹系図を生成し、樹系図出力手段がこの生成された樹系図を出力するようにコンピュータ
を機能させるものである請求項３０、３１又は３２記載の辞書評価支援プログラム。
【請求項３４】
樹系図生成手段が、生成すべき樹系図の節について、電子辞書ごとに異なる形状の語句表
示欄を設定するようにコンピュータを機能させる請求項２９、３０、３１、３２又は３３
記載の辞書評価支援プログラム。
【請求項３５】
樹系図生成手段が、同一の電子辞書から得られた複数の関連語句又は異なる電子辞書から
それぞれ得られた複数の関連語句が同一であって重複する場合、当該関連語句が表示され
る節における語句表示欄の形状を所定形状に変化させるようにコンピュータを機能させる
請求項３４記載の辞書評価支援プログラム。
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【請求項３６】
樹系図生成手段が、生成すべき樹系図における線について、電子辞書ごとに異なる形状の
線を設定するようにコンピュータを機能させるものである請求項２９、３０、３１、３２
、３３、３４又は３５記載の辞書評価支援プログラム。
【請求項３７】
樹系図生成手段が、ある関連語句と、それとは異なる関連情報を有する関連語句を重複し
て表示しない樹系図を生成するものである請求項２９、３０、３１、３２、３３、３４、
３５又は３６記載の辞書評価支援プログラム。
【請求項３８】
樹系図生成手段が、生成すべき樹系図の線の一部又は近傍に、電子辞書の名称又は種別及
び関連情報から構成される添字を付加するものである場合、前記線に付加すべき添字を重
複して表示しない樹系図を生成するものである請求項３７記載の辞書評価支援プログラム
。
【請求項３９】
樹系図生成手段が、複数の電子辞書に基づく単一の樹系図に加えて、電子辞書ごとに基づ
くそれぞれの樹系図をも生成するものであり、樹系図出力手段が、前記単一の樹系図又は
電子辞書ごとの樹系図のいずれかを選択的に出力し得るようにコンピュータを機能させる
ものである請求項２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７又は３８記載
の辞書評価支援プログラム。
【請求項４０】
樹系図出力手段が、ディスプレイ以外の出力装置にも樹系図生成手段で生成した樹系図を
画像データとして出力するようにコンピュータを機能させるものである請求項２９、３０
、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８又は３９記載の辞書評価支援プログ
ラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、辞書を選ぶ際の好適な指標となる情報を提示することができる辞書評価支援装
置及びそのプログラムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
辞書や辞典には、百科事典、分類表、シソーラス、１つの言語内で閉じた「一国語辞典」
、複数の言語間を結びつける「二国語辞典」など様々な種類のものがある（非特許文献１
参照）。従来より、辞書を１つ選ぶとき、注意深く類似の辞書を比較してから選ぶ事は希
である。すなわち、一般的に辞書をユーザである消費者が購入する場合、価格、大きさ、
見出し語量、例文量、例文の容易さ、字の大きさ、図版の多さ、書評、自らの予算範囲等
の表層的に得られる情報を参考にするのが通例であると考えられる。また電子辞書が書物
としての辞書に対応して提供される機会が増えてきている現在では、例えばインターネッ
ト等で電子辞書のサンプル版や評価版を試してみて、気に入った辞書を選択のうえ、該当
する電子辞書又はそれに対応する辞書の購入をするような場合もあると考えられる。すな
わち、書物としての辞書であれ電子辞書であれ、大凡これまでの辞書の選び方というのは
、辞書そのものの内容を客観的に評価する方法が存在しないため、ユーザは、表層的な情
報を手掛かりにあくまで主観に基づいて漠然と辞書を評価することを購入時の参考にして
いた。このことから、ユーザが辞書を選ぶ際にさらに必要なことは、今まで用いられてき
た上述の表面的な評価の他に、評価し難い辞書内の語彙の偏り、他の語句との連携性、辞
書編纂者の特徴の情報に関して他の辞書と比較しながら短時間で知ることだと考えられる
。なお、以下では、辞書とは、図や写真に頼らない、語を他の語で説明してある１つの言
語で記述・編纂された一国語辞典を指すものとするが、図や写真を利用した百科事典等も
基本的にはある語を他の語でその説明を記述したものと把握することができる。
【０００３】
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ところで、ある語句とその語句の意味内容を表す別の語句とを図象化して表現するという
考え方の一例として、節とその節を線で結ぶグラフとして言葉の構造を表す、有名な意味
ネットワークの概念が挙げられる（非特許文献２参照）。この概念によれば、語句に対応
する節（ノード）は２種類存在し、対象となる語句をｔｙｐｅ、またその語句を表す語句
群ｔｏｋｅｎとして区別している。また、ソシュールによって、語句は記号（ｓｉｇｎｅ
）と、それが指し示す概念と聴覚映像の所記（ｓｉｇｎｉｆｉｅ）と能記（ｓｉｇｎｉｆ
ｉａｎｔ）という存在に明確に分離されて久しいが (非特許文献３参照 )、ようやく近年で
は高速な計算機によって記号（ｓｉｇｎｅ）部分の語句処理、例えば形態素解析（例えば
非特許文献４参照）などの処理は可能となった。しかしながら未だ記号（ｓｉｇｎｅ）が
指し示す概念（ｓｉｇｎｉｆｉｅ、ｓｉｇｎｉｆｉａｎｔ）としての語句を処理すること
は困難な現状にある。
【０００４】
【非特許文献１】
シドニー・ I・ランダウ (Landau,Sidney.I.)著、小島義郎・増田英夫・高野嘉明  訳、「辞
書学のすべて (Dictionaries: the art and craft of lexicography)」研究社出版、１９
８８年
【非特許文献２】
キリアン（ Quillian,M.R.）著、「セマンティック　メモリー（ Semantic Memory）」、「
セマンティック　インフォメーション　プロセッシング誌（ Semantic Information Proce
ssing）」、ミンスキー（ Minsky）編、エムアイティープレス（ MIT Press）、１９６８年
、ｐ．２１６－２７０
【非特許文献３】
フェルディナン・ド・ソシュール（ Ferdinand de Saussure）著、小林英夫訳、「一般言
語学講義 (改訂版 )」、岩波書店、１９７２年
【非特許文献４】
長尾真著、「自然言語処理」、岩波書店、１９９６年
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
例えばユーザ自身が辞書を購入する前に、複数の辞書の違いや特徴を知ろうとして、ある
語句を複数の辞書でそれぞれ調べると、複数の辞書を引くという作業と、その内容を記憶
（記録）するという手間を要し、またその記憶（記録）結果から見出し語の説明文に登場
する語句の傾向などを公平な視野で一瞥して把握するのは極めて困難である。ましてや購
入前に書店でそれを行うには常識的に困難である。書店側も購入前に消費者に長時間店に
居座られたり、または比較のために貸出して持ち帰られるのにはリスクが伴う。図書館で
も一般的に辞書は禁帯出扱いであるが故に、図書館内で比較作業を完了する必要がある。
【０００６】
したがって、これらの辞書購入の際に利用する情報として、肝心の辞書の内容にまで踏み
込んだ評価に基づく情報を得ることが困難であるために内容にまで踏み込まない表層的な
情報に従わざるを得ないこと、また辞書は一般に頁数が極めて多いことから、書店等で短
時間で一瞥した限りで、或いは上述のような表層的情報を入手してその辞書が当該消費者
のニーズを満たすものであるか否かを判断することは困難である。特に、電子辞書の場合
には、書物のようにページを開いて中の記載を読むということができないので、客観的な
情報に基づく辞書選択の困難さはさらに高いものである。つまり、消費者は、上述のよう
な辞書の内容にまでは至らない表面的な情報を元にして電子辞書を含む辞書の購入を決定
している状況にあるといえる。また、このような状況は、言語を研究対象として日常的に
多様な辞書を利用する機会が多い言語研究者に対して、大変な不自由を強いるものである
ともいえる。すなわち、上述のような問題は、結局のところ、辞書の内容に基づく特徴を
評価する方法が現時点では発達しておらず、上述したように客観的な評価方法が全く存在
しないために、放置されているのが現状であることに起因している。
【０００７】

10

20

30

40

50

(7) JP 3823151 B2 2006.9.20



一方、現在の計算機による言語処理では、概念を利用した高度な処理（感受性豊かで且つ
柔軟な文章の生成や、人間に匹敵する人工知能）は未だ発展途中であり、この部分は計算
機に任せるべきではないが、処理可能な部分の多くを計算機で処理することにより短時間
で評価を容易にすることは可能である。
【０００８】
そこで本発明は、以上のような問題に鑑みて、電子辞書を解析し、その辞書の内容的な特
徴を客観的な情報に基づいて短時間で提示できるようにすることによって、辞書選択に役
立つ方法を新しく提供しようとするものである。具体的には語句を一つの節（ノード）と
して扱い、その語句間を線で繋ぐ意味ネットワークを作成する表現手法を利用し、現在の
計算機の能力で十分に作成可能であり、また今までには存在しないタイプの「辞書とその
処理、図示化」に関する技術として、意味ネットワークの概念でいうところのｔｙｐｅと
ｔｏｋｅｎを同一の節（ノード）として処理し、等価であるが故に関数中に同一の関数を
重ねて呼び出して処理させることも可能なように実装することを目的としている。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
すなわち、本発明は、見出し語群と各見出し語に対応する説明文章とを少なくとも格納し
た複数の電子辞書ＥＤを利用して、これら複数の電子辞書ＥＤの内容を評価する指標を出
力するために用いられるものであって、その基本態様は、図１に示すように、語句の入力
を受け付ける語句入力受付手段１と、この受け付けた語句を各電子辞書ＥＤに格納された
見出し語群から検索する見出し語検索手段２と、この検索結果に基づいて当該語句を見出
し語とする説明文章を各電子辞書ＥＤから抽出する説明文章抽出手段３と、抽出した各説
明文章に対して形態素解析を実行し当該説明文章に含まれる語句のうち少なくとも一部の
語句を電子辞書ごとについて前記見出し語に関連する関連語句として出力する関連語句出
力手段４と、出力した各関連語句について見出し語を基準とする関連性を示す関連情報を
電子辞書ごとについて生成する関連情報生成手段５と、生成した関連情報をそれぞれ出力
する関連情報出力手段６とを具備し、前記語句入力受付手段１が、初期値として評価対象
である評価対象語句の入力を 受け付けるとともに、関連語句出力手段４で出力さ
れる関連語句の入力を受け付けるものであり、関連情報生成手段５が、各関連語句に関し
て、評価対象語句の入力を基準として当該関連語句が出力されるまでに語句入力受付手段
１

回数に基づく階層情報を含
む関連情報を生成することを特徴とする辞書評価支援装置Ａ１である。
【００１０】
ここで、本発明において用いる電子辞書ＥＤは、テキストデータである見出し語と、その
見出し語についての説明文章をテキストデータで表したものとを関連づけて格納するもの
であり、一般的にはコンピュータ読み取り可能なＣＤ－ＲＯＭ等の記録メディアに記録さ
れた形態や、インターネット等の通信ネットワークを介してコンピュータにダウンロード
可能な形態のデータベースを指す。また、電子辞書ＥＤには、書物である辞書をスキャナ
等で読み取って見出し語と説明文章とをテキストデータとしたユーザ独自が編集した形態
のものや、見出し語や説明文章の内容に対応する挿絵等の画像データが含まれているもの
、自然言語を多数収録したコーパス等も含まれる。
【００１１】
このような辞書評価支援装置Ａ１を利用すれば、始めに初期値として評価対象としたい語
句を入力すると、それぞれの電子辞書ＥＤについて、その評価対象語句を見出し語とする
説明文章に出現する語句、すなわち評価対象語句と関係のある関連語句が出力され、さら
にその関連語句に関係のある語句、さらにその関連語句に関係のある語句、と連鎖的に関
連語句が出力されるとともに、各関連語句の評価対象語句との階層的な関係を示す階層情
報を関係情報が生成、出力されるので、この出力された関係情報を見ることで、利用者は
、各電子辞書ＥＤ内に格納されている語句の内容的な繋がりを知ることができるようにな
る。すなわち、従来であれば、辞書を購入しようとするユーザは、見出し語数等の表層的
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において初期値としての評価対象語句を見出し語とした語句の入力を受け付けた回数と
関連語句を見出し語とした語句の入力を受け付けた回数の合計



な情報しか判断の基準を得ることができなかったが、本発明を利用することで、当該電子
辞書ＥＤの実質的な内容である関連情報を複数の電子辞書ＥＤについて比較しつつ辞書購
入の際の指標として活用することができるようになる。このことは、言語研究者にとって
も、いかなる辞書を利用すべきかの判断基準にもなり、日々の研究開発に大いに役立つも
のである。したがって、本発明は、辞書評価の基準となる情報を全く新規に提供すること
を可能とするものである。
【００１２】
なお、関連語句出力手段４において出力する関連語句は、説明文章からランダムに選択す
ることもできるが、評価対象語句との関係の深い関連語句を適切に選択して出力する方が
、辞書評価に利用する関連情報がより好適なものとなる。したがって、関連語句出力手段
４においては、説明文章を一以上の説明文に分割し、その分割した各説明文に対して実行
した形態素解析の結果に基づいて、各説明文に出現する語句に対して当該説明文における
文頭からの出現順位を示す語句出現順位を付与し、所定の語句出現順位に係る語句を関連
語句として出力するようにすることが望ましい。具体的には、ある見出し語の説明文章は
、複数の説明文から構成されていることが多いので、関連語句出力手段４において、語句
出現順位が１位の語句を関連語句として出力するように構成すると、各説明文に出現する
代表的な語句を一通り網羅することができるとともに、装置及びプログラムの簡素化のた
めには好適である。
【００１３】
また、本発明は、上述した辞書評価支援装置Ａ１の基本構成に加えて、図２に示すように
、関連語句の階層情報について所定階層までの関連情報の生成を指定する旨の階層指定情
報の入力を受け付ける階層指定情報受付手段７を更に具備する態様の辞書評価支援装置Ａ
２とすることもできる。この場合、関連情報生成手段５が、階層指定情報受付手段７で受
け付けた階層指定情報に対応する階層情報を有する関連情報を生成した場合、関連情報の
生成を終了する旨の終了情報を生成し、関連情報出力手段６がこの終了情報を含む関連情
報を出力し、この終了情報に基づいて語句入力受付手段１が語句の入力受付を終了する。
このようなものであれば、予めデフォルトで階層を指定して入力しておくか、ユーザが好
みの階層を指定して入力することで、関連語句の連鎖がその指定された階層で停止するこ
とになり、関連情報が冗長になるのを防止し適切な情報を得ることができる。
【００１４】
さらに、上述した各辞書評価支援装置Ａ１、Ａ２において、関連語句出力手段４が、出力
する関連語句に対して前記語句出現順位と共に、説明文章において当該関連語句を含む説
明文が出現した順位を示す説明文出現順位を付与するものとして、関連情報生成手段５に
おいて生成する関連情報を、直前に関連語句出力手段４で出力した関連語句について、当
該関連語句の語句出現順位を定数とし、且つ、当該関連語句が出現した説明文により構成
される説明文章に対応する見出し語と、前記説明文出現順位とを変数とする関数によって
表される情報から構成されるものとすることもできる。この場合、関連情報は上述した所
定の関数データとして得られるため、関連情報の簡易化と利用の便宜を向上することがで
きる。この場合、関連語句出力手段４を、評価対象語句についてのみ説明文出現順位が１
位から所定順位までの関連語句を出力し、評価対象語句以外の関連語句については説明文
出現順位が１位の関連語句のみを出力するものとして構成すれば、評価対象語句について
はある程度の広がりを持った関連語句及びそれらの関連情報が得られ、それ以上の下位階
層の関連語句については説明文章の最初に出現する語句のみが関連語句として処理される
ため、評価対象語句を起点としたまとまりのよい関連語句群及びそれらの関連情報を得る
ことが可能となる。
【００１５】
さらにまた、辞書評価支援装置Ａ１又はＡ２の構成に加えて、図３に示すように、評価対
象語句に基づいて直接出力される関連語句の説明文出現順位を指定する説明文出現順位指
定情報の入力を受け付ける説明文出現順位指定情報受付手段８を更に備えた辞書評価支援
装置Ａ３を構成する場合、語句入力受付手段１が、説明文出現順位指定情報受付手段８で
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受け付けた説明文出現順位指定情報に係る説明文出現順位を越える説明文出現順位を有す
る関連語句の入力を受け付けないようにすることでも、評価対象語句については指定され
た出現順位の説明文に含まれる関連語句及びそれらの関連情報が得られるので、評価対象
語句を起点とした好ましい関連語句群及びそれらの関連情報を得ることが可能となる。な
お、同図において、破線で示した部分は、辞書評価支援装置Ａ３におけるオプション的な
構成であり、当該部分の機能を辞書評価支援装置Ａ３の機能として含めるか否かを適宜選
択することができる。
【００１６】
また、本発明は、図４に示すように、評価対象語句及び関連語句の品詞を指定する品詞指
定情報を受け付ける品詞指定受付手段９を更に有する辞書評価支援装置Ａ４とすることも
できる。この場合、語句入力受付手段１は、品詞指定受付手段９で受け付けた品詞のみの
入力を受け付けるものであり、関連語句出力手段４が、形態素解析に基づいて品詞指定受
付手段で受け付けた品詞に対応する語句のみを関連語句として出力するようにするとよい
。すなわち、名詞、動詞、形容詞等の品詞から一又は二以上の品詞を予め指定しておくこ
とで、関連語句の特定及び出力に関する効率の向上が図られる。
【００１７】
ところで、出力される関連情報は、ビジュアル的に表現した方が、評価対象語句を起点と
する関連語句群の関係が把握しやすいと考えられる。したがって、以上に説明した辞書評
価支援装置Ａ１、Ａ２、Ａ３又はＡ４の構成に加えて、図５に示すような、関連情報出力
手段６で出力した関連情報に基づいて、評価対象語句を起点とし各関連語句の評価対象語
句に対する位置付けを表した樹系図を電子辞書ＥＤごとに生成する樹系図生成手段１０と
、生成した各樹系図をディスプレイに表示可能な画像データとして出力する樹系図出力手
段１１とを更に備えた辞書評価支援装置Ａ５を構成することが適当である。すなわち、ユ
ーザは、辞書の評価に際して、関連情報に基づいて作成された評価対象語句及び関連語句
の樹系図として視認することが可能となるため、電子辞書の内容を効率よく知ることが可
能である。なお、同図においても、破線で示した部分は、辞書評価支援装置Ａ５における
オプション的な構成であり、当該部分の機能を辞書評価支援装置Ａ５の機能として含める
か否かを適宜選択することができる。
【００１８】
このような効果を有効に得ることができる具体的なものとしては、図６に示すように、前
述した辞書評価支援装置Ａ４の構成に加えて、関連情報出力手段６で出力した関連情報に
含まれる前記階層情報、語句出現順位及び説明文出現順位に基づいて、評価対象語句を起
点とし各関連語句の評価対象語句に対する位置付けを表した樹系図を生成する樹系図生成
手段１０と、生成した各樹系図をディスプレイに表示可能な画像データとして出力する樹
系図出力手段１１とを更に具備し、樹系図生成手段１１が、複数の電子辞書ＥＤに基づく
単一の樹系図を生成するようにした辞書評価支援装置Ａ６を挙げることができる。なお、
同図においても、破線で示した部分は、辞書評価支援装置Ａ６におけるオプション的な構
成であり、当該部分の機能を辞書評価支援装置Ａ６の機能として含めるか否かを適宜選択
することができる。このような構成にすると、出力の結果ディスプレイ等に表示される樹
系図には、複数の電子辞書ＥＤに基づく評価対象語句と関連語句との繋がりを一見して把
握知ることが可能であるため、辞書の評価に極めて便利である。
【００１９】
関連語句を連鎖的に出力していくと、何れかの関連語句が当該電子辞書ＥＤにおいて見出
し語に挙げられていない場合などがあり、このような場合には、表示される樹系図には関
連語句がそれ以上存在しないことを明確にすることで、ユーザの便宜が図られる。したが
ってこの場合には、見出し語検索手段２において検索対象である語句が何れかの電子辞書
ＥＤの見出し語群に存在しないと判断した場合、説明文出現順位指定情報８で受け付けた
説明文出現順位に該当する説明文がその説明文章に存在しないと判断した場合、又は品詞
指定受付手段９で受け付けた品詞指定情報に該当する説明文中の当該品詞に係る語彙数が
所定の語句出現順位数未満と判断した場合、の何れかの場合に該当するとき、関連情報生

10

20

30

40

50

(10) JP 3823151 B2 2006.9.20



成手段５がその電子辞書における関連情報をヌルとするとともに、関連情報出力手段６が
このヌルを返値として出力し、それに基づき樹系図生成手段１０が当該ヌルに該当する部
位を空欄又は終了を表す表記に変換した樹系図を生成し、樹系図出力手段１１がこの生成
された樹系図を出力するようにコンピュータを機能させるとよい。また、出力された関連
語句が、その関連語句を含む説明文章の見出し語である場合や、既に入力を受け付けた語
句と同一である場合、すなわち関連語句同士又は関連語句と評価対象語句との「ループ」
が形成される場合の処理を行うことも考えられる。
【００２０】
また、樹系図生成手段１０が、評価対象語句及び関連語句を表示可能な所定の語句表示欄
を有する節と、節同士を結ぶ線とからなる樹系図を生成するものであり、電子辞書ごとに
異なる形状の前記節を生成するものであれば、電子辞書ＥＤごとにユーザが評価対象語句
と関連語句との関係をより把握しやすい樹系図を生成することが可能である。また、生成
されディスプレイに表示される樹系図にも、関連情報を把握し得る情報を表示すると、関
連語句同士の関係性を把握しやすいことから樹系図生成手段１０において、生成すべき樹
系図の線の一部又は近傍に、電子辞書の名称又は種別及び関連情報から構成される添字を
付加するようにすることが好ましい。さらに、辞書ごとに異なる表示を施すと、樹系図の
見やすさが向上するので、樹系図生成手段１０では、生成すべき樹系図の節について、電
子辞書ＥＤごとに異なる形状の語句表示欄を設定するようにしてもよい。
【００２１】
さらに、同一の電子辞書ＥＤから得られた複数の関連語句又は異なる電子辞書ＥＤからそ
れぞれ得られた複数の関連語句が同一であって重複する場合も考えられる。この場合に重
複する関連語句を示す節を明確に表すには、樹系図生成手段１０において、その重複する
関連語句が表示される節における語句表示欄の形状を所定形状に変化させるようにすると
便利である。これと同様に、樹系図生成手段１０において、生成すべき樹系図における線
についても、電子辞書ＥＤごとに異なる形状の線を設定することも望ましいといえる。特
に、上述したように関連語句の重複があり、その関連語句と直接又は間接的に関係のある
関連語句との間にも重複がある場合には、樹系図生成手段１０において、ある関連語句と
、それとは別の関連情報を有する関連語句を重複して表示しない樹系図を生成するように
すると、すっきりとした見やすい樹系図を得ることができる。なお、この場合であっても
、樹系図生成手段１０において、生成すべき樹系図の線の一部又は近傍に添字を付加する
場合には、その添字についても重複して表示しない樹系図を生成することが好ましい。こ
こで、各関連語句は固有の関連情報を有しているため、同一の語句が重複したとしても異
なる関連語句であるとみなすものとする。
【００２２】
また、樹系図生成手段１０が、複数の電子辞書ＥＤ基づいて生成される単一の樹系図に加
えて、それぞれの電子辞書に対応する複数の樹系図をも生成するものであり、さらに樹系
図出力手段１１が、前述した単一の樹系図又は複数の樹系図を選択的に出力することがで
きるようなものであると、単一の樹系図からは全ての電子辞書ＥＤに基づく評価対象語句
と関連語句との関連性を一目見て把握することができるだけでなく、複数の電子辞書ＥＤ
ごとの樹系図によって電子辞書ＥＤごと内容の評価をも簡単に行うことができるので、極
めて便利である。その他、樹系図生成手段１０を、複数の電子辞書ＥＤごとの樹系図を生
成するものとするとともに、樹系図出力手段１１を、各樹系図をそれぞれ出力するものと
しても、出力された樹系図同士の対比によって、電子辞書ＥＤごとの内容の評価を行うこ
とが可能である。
【００２３】
ここで、樹系図出力手段１１における樹系図の出力は、ディスプレイ以外の出力装置にも
樹系図生成手段で生成した樹系図を画像データとして出力する態様も含むことができる。
【００２４】
なお、以上に説明した辞書評価支援装置Ａ１～Ａ６は、ディスプレイやスピーカ等の出力
デバイス、キーボードやマウス等の入力デバイスなどの周辺機器を接続したパーソナルコ
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ンピュータにより実現することができる。また、辞書評価支援装置Ａ１～Ａ６は、インタ
ーネット等の通信ネットワークに接続されたサーバコンピュータとしても実現することが
でき、この場合は、インターネット等に接続したユーザのクライアントコンピュータから
評価対象語句等の入力を受け付けて所定の処理を行い、関連情報や樹系図の画像データ等
をクライアントコンピュータに送信してそれをクライアントコンピュータのディスプレイ
等に表示させるような態様で実施される。また、辞書評価支援プログラムは、ＣＤ－ＲＯ
Ｍ等の記録メディアに記録した態様や、インターネット等の通信ネットワークからのダウ
ンロード等の態様で提供され、さらに当該プログラムを読み込んだコンピュータ上で起動
されることにより、コンピュータを辞書評価支援装置Ａ１～Ａ６として機能させるもので
ある。
【００２５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施形態を、図面を参照して説明する。
【００２６】
この実施形態は、通常のパーソナルコンピュータＰＣに辞書評価支援プログラムをインス
トールすることによって、当該パーソナルコンピュータＰＣを上述した辞書評価支援装置
のうち全ての処理手段を備えた辞書評価支援装置Ａ７（図７参照）として機能させるもの
である。また、電子辞書ＥＤとしては、パーソナルコンピュータＰＣで読み取り可能なＣ
Ｄ－ＲＯＭ版の国語辞典を用いるものとする。
【００２７】
まず、パーソナルコンピュータＰＣの機器構成を簡単に説明すると、図８に示すように、
バス線等で電気的に接続されたＣＰＵ１０１、メインメモリ（ＲＡＭ）やビデオメモリ（
ＶＲＡＭ）等のメモリ１０２、ハードディスク等のストレージデバイス１０３、キーボー
ドやマウス等の入力デバイス１０４、ディスプレイやスピーカ等の出力デバイス１０５、
ＣＤ－ＲＯＭドライブ１０６等を基本的に備えた一般的な構成を有するものである。但し
、本実施形態では複数の電子辞書ＥＤを利用するものとしているため、パーソナルコンピ
ュータＰＣは、複数のＣＤ－ＲＯＭを読み取り可能な台数のＣＤ－ＲＯＭドライブ１０６
を備えたものとするか、パーソナルコンピュータＰＣが１台のＣＤ－ＲＯＭドライブ１０
６のみを備えている場合にはＣＤ－ＲＯＭを逐次ＣＤ－ＲＯＭドライブ１０６に挿入して
それらＣＤ－ＲＯＭを順番に読み取るかの何れかの構成として、何れの態様にしても、読
み取ったデータをストレージデバイス１０３に格納していることとする。
【００２８】
そして、ストレージデバイス１０３に格納した辞書評価支援プログラムをＣＰＵ１０１の
制御により内部メモリ１０２に記憶させて当該プログラムを起動し、そのプログラムに従
ったＣＰＵ１０１からの指令に基づいて他の各部を動作させることによって、このパーソ
ナルコンピュータＰＣを、図７に示すように、語句入力受付手段１、見出し語検索手段２
、説明文章抽出手段３、関連語句出力手段４、関連情報生成手段５、関連情報出力手段６
、階層指定情報受付手段７、説明文出現順位指定情報受付手段８、樹系図生成手段１０、
樹系図出力手段１１、品詞指定受付手段９の各手段を備えた辞書評価支援装置Ａ７として
機能させている。なお、見出し語検索手段２において電子辞書ＥＤに格納された見出し語
を検索する場合、及び説明文章抽出手段６において電子辞書ＥＤから説明文章を抽出する
場合には、ＣＰＵ１０１からの指令に基づきＣＤ－ＲＯＭドライブ１０６に挿入されたＣ
Ｄ－ＲＯＭにアクセスして、必要な情報を内部メモリ１０２に記憶させる。なお、電子辞
書ＥＤを予めストレージデバイス１０３に格納している場合には、ＣＰＵ１０１の指示に
基づきストレージデバイス１０３から必要な情報を読み出し、電子辞書ＥＤがインターネ
ット上のデータベースサーバ等に格納されている場合には、ＣＰＵ１０１の指示に基づき
モデム等の通信インターフェースを通じて必要な情報をアップロード又はダウンロードす
る。その他の各手段としての機能は、ＣＰＵ１０１による所定の演算処理や他の各部の駆
動等により実現される。
【００２９】
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また、電子辞書ＥＤに記録されている情報は、例えば図９に示すように、少なくとも見出
し語ＨＷとそれに対応する説明文章ＥＷである。見出し語ＨＷ及び説明文章ＥＷは、いず
れも同一国語である日本語のテキストデータである。また、見出し語ＨＷには、その語句
の品詞の種類を表す情報が、各品詞Ｃごとに固有の識別子等として付与されている。説明
文章ＥＷは、一又は二以上の説明文ＥＳから構成される。すなわち、説明文章ＥＷは、単
一の説明文ＥＳ又は複数の説明文ＥＳの集合から構成されているといえる。なお、同図に
一例として示した電子辞書ＥＤに記録されている情報は、「広辞苑ＣＤ－ＲＯＭ版　第４
版（株式会社　岩波書店）」における、「五街道」という見出し語ＨＷとその説明文章Ｅ
Ｗである。この例では、「五街道」に対応する説明文章ＥＷに２つの説明文ＥＳが含まれ
ている。さらに電子辞書ＥＤには、当該電子辞書ＥＤに固有の記号、漢字の読み、動詞の
変化、用語の範疇、図表や挿絵、例文等の情報が記録されている場合があるが、それらは
本実施形態では使用しない。
【００３０】
次に、本実施形態においてプログラムに従ったパーソナルコンピュータＰＣが辞書評価支
援装置Ａ７として機能する場合の動作手順について、図１０～図２７に示すフローチャー
トを参照して説明する。なお、以下に示す辞書評価支援装置Ａ７の動作は、説明の簡易化
のため、２つの電子辞書ＥＤ（以下、必要に応じて「辞書Ａ」、「辞書Ｂ」と称する）を
読み込んで行う場合についてのものとするが、３つ以上の電子辞書ＥＤの場合にも応用で
きることはいうまでもない。また、２つの電子辞書ＥＤは、その内容が何れもストレージ
デバイス１０３に格納されているものとする。
【００３１】
まず、辞書評価支援装置Ａ７の処理の大まかな流れについて、図１０に示すフローチャー
トに基づいて説明する。ユーザが辞書評価支援プログラムを起動すると（図１０、ｓｔａ
ｒｔ）、サブルートＡを実行して、辞書Ａ、辞書Ｂ…を読み取り可能な状態とし、評価対
象語句Ｗａをユーザに正しく入力させて、その入力された情報をメモリ１０２に格納する
（ステップＳ１）。この工程には、語句入力受付手段１における評価対象語句Ｗａの入力
受付機能に基づく処理が含まれる。次に、サブルートＢを実行して、評価に必要な他の諸
情報をユーザに正しく入力させて、その入力された情報をメモリ１０２に格納する（ステ
ップＳ２）。この工程には、階層指定情報受付手段７、説明文出現順位指定情報受付手段
８、品詞指定受付手段９の各機能に基づく処理が含まれる。次に、サブルートＣを実行し
て、各辞書Ａ，Ｂから関連語句を抽出し、その抽出した関連語句及び各関連語句に係る関
連情報をメモリ１０２に格納する（ステップＳ３）。この工程には、語句入力受付手段１
における関連語句の受付機能、見出し語検索手段２、説明文章抽出手段３、関連語句出力
手段４、関連情報生成手段５の各機能に基づく処理が含まれる。最後に、サブルートＤを
実行して、抽出された関連語句をグラフ（樹系図）として表した画像データを生成し、出
力デバイス１０５の一つであるディスプレイに出力して表示させて（ステップＳ４）、一
連の処理を終了する（ｅｎｄ）。この工程には、関連情報出力手段６、樹系図生成手段１
０、樹系図出力手段１１の各機能に基づく処理が含まれる。以下、各ステップの処理につ
いて具体的に説明する。
【００３２】
図１１は、サブルートＡにおける処理手順を示すフローチャートである。まず始めに、辞
書評価支援装置Ａ７は、ユーザにより行われたプログラムの起動に従って、ディスプレイ
１０５に初期画面を出力してそれを表示させる（図１１、ステップＳ１０１）。次に、初
期画面に従って、読み出し可能な状態にある複数の電子辞書ＥＤからユーザに第１の辞書
を選択させ、例えば選択により指定された辞書を辞書Ａとする（ステップＳ１０２）。ま
た、同様に、辞書Ａ以外の一又は複数の電子辞書ＥＤからユーザに第２の辞書を選択させ
、例えば選択により指定された辞書を辞書Ｂとする（ステップＳ１０３）。次に、初期画
面に従って、ユーザに評価対象語句Ｗａを入力させ、その入力を受け付けるとともに受け
付けた評価対象語句Ｗａをメモリ１０２に格納する（ステップＳ１０４）。具体的には、
初期画面に評価対象語句Ｗａの入力欄を設定しておき、その入力欄に、評価の対象とした
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い語句を、ユーザが仮名、漢字、アルファベット等で直接入力できるようにしておく。特
に電子辞書ＥＤが日本語の辞書である場合には、評価対象語句Ｗａの入力に際して、パー
ソナルコンピュータＰＣに漢字仮名変換機能が搭載されてあるのが望ましい。そして、メ
モリ１０２から評価対象語句Ｗａを取り出して、辞書Ａにおける見出し語に「Ｗａ」が存
在するか否かを後述するサブルートＥの処理によって検索し、このサブルートＥで得られ
た返値Ｒを「ＡＲ」とする（ステップＳ１０５）。また同様に、辞書Ｂにおける見出し語
に「Ｗａ」が存在するか否かをサブルートＥの処理によって検索し、このサブルートＥで
得られた返値Ｒを「ＢＲ」とする（ステップＳ１０６）。次に、これら返値「ＡＲ」及び
「ＢＲ」がともに「ＦＡＬＳＥ」であれば（ステップＳ１０７；Ｙｅｓ）、評価対象語句
Ｗａが何れの辞書Ａ，Ｂの見出し語にも存在しないため、エラー出力を行う（ステップＳ
１０７ａ）。具体的には、ディスプレイ１０５に「辞書Ａ，Ｂに、評価対象語句Ｗａの見
出しが存在しませんでした」等の文章を出力して表示させ、ユーザに再入力を要求するた
めに、ステップＳ１０１に戻る。一方、返値「ＡＲ」及び「ＢＲ」がともに「ＦＡＬＳＥ
」ではない場合（ステップＳ１０７；Ｎｏ）、「ＡＲ」のみが「ＦＡＬＳＥ」ならば（ス
テップＳ１０８；Ｙｅｓ）、エラー出力を行う（ステップＳ１０８ａ）。具体的には、デ
ィスプレイ１０５に「辞書Ａ中に、評価対象語句Ｗａの見出しが存在しませんでした」等
の文章を出力して表示させ、ユーザに再入力を要求するために、ステップＳ１０１に戻る
。一方、「ＡＲ」が「ＦＡＬＳＥ」ではない、すなわち「ＴＲＵＥ」の場合は（ステップ
Ｓ１０８；Ｎｏ）、「ＢＲ」のみが「ＦＡＬＳＥ」ならば（ステップＳ１０９；Ｙｅｓ）
、エラー出力を行う（ステップＳ１０９ａ）。具体的には、ディスプレイ１０５に「辞書
Ｂ中に、評価対象語句Ｗａの見出しが存在しませんでした」等の文章を出力して表示させ
、ユーザに再入力を要求するために、ステップＳ１０１に戻る。一方、「ＢＲ」が「ＦＡ
ＬＳＥ」ではない、すなわち「ＡＲ」及び「ＢＲ」が何れも「ＴＲＵＥ」であれば（ステ
ップＳ１０９；Ｎｏ）、サブルートＡの処理を終了する。
【００３３】
ここで、サブルートＥにおける辞書評価支援装置Ａ７の処理手順を、図１５に示すフロー
チャートに基づいて説明する。サブルートＥは、ＦＡＬＳＥ又はＴＲＵＥの返値を返す関
数として機能し、サブルートＥを呼び出す時にはターゲット語句とターゲット辞書を指定
して呼び出すことが必要である。サブルートＥでの演算後には、指定された変数に返値で
あるＦＡＬＳＥ又はＴＲＵＥが代入される。サブルートＥ内部ではターゲット語句は変数
Ｗｔとして、ターゲット辞書は変数Ｄｔとして処理される。まず、メモリ１０２から検索
対象となるターゲット語句Ｗｔを取り出し、それに対応する見出し語を、検索対象となる
ターゲット辞書Ｄｔから検索する（図１５、ステップＳ５０１）。ここで、検索対象とな
るターゲット語句が評価対象語句Ｗａである場合は、Ｗｔ＝Ｗａである。また、検索対象
となる電子辞書ＥＤが辞書Ａ又は辞書Ｂである場合は、Ｄｔ＝Ａ、又はＤｔ＝Ｂである。
次に、ターゲット語句Ｗｔがターゲット辞書Ｄｔの見出し語に存在する場合は（Ｓ５０２
；Ｎｏ）、返値Ｒとして「ＴＲＵＥ」を設定し（ステップＳ５０３）、ターゲット語句Ｗ
ｔがターゲット辞書Ｄｔの見出し語に存在しない場合は（Ｓ５０２；Ｙｅｓ）、返値Ｒと
して「ＦＡＬＳＥ」を設定して（ステップＳ５０４）、サブルートＥの処理を終了する。
【００３４】
次に、サブルートＡの処理に続くサブルートＢにおける辞書評価支援装置Ａ７の処理手順
を、図１２に示すフローチャートを参照して説明する。まずここでは、ディスプレイ１０
５に各情報選択画面を出力してそれを表示させる（図１２、ステップＳ２０１）。この各
情報選択画面では、階層指定情報の入力、説明文出現順位指定情報の入力、語句出現順位
指定情報の入力、及び、評価対象語句の入力が可能となっている。階層（Ｌｎ）は、評価
対象語句Ｗａからみた各関連語句の関連性の深さを示すものであり、評価対象語句を第０
階層（Ｌｎ＝０）とした場合、評価対象語句を見出し語ＨＷとする説明文章ＥＷに出現す
る語句の階層は第１階層（Ｌｎ＝１）と定義され、第１階層の関連語句を見出し語とする
説明文章に出現する語句は、第２階層（Ｌｎ＝２）と定義される。以下、各階層は、Ｌｎ
（ｎは０以上の整数）で表されるものとする。階層指定情報ＬｎＭａｘは、ユーザが最大
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限で何階層までの関連語句を得たいかを示している。説明文出現順位（ＥＳｎ）は、ある
見出し語に対応する説明文章ＥＷについて単文の説明文ＥＳに分割する結果、先頭の説明
文ＥＳから順に付与される各説明文ＥＳの出現順位を表すものである。ここで、ｎは１以
上の整数である。説明文出現順位指定情報ＥＳｎＭａｘは、ユーザが最大限で何番目の説
明文ＥＳに出現する語句を得たいかを表す。語句出現順位（Ｗｎ）は、説明文章ＥＷを単
文に分割された結果得られる各説明文ＥＳにおいて、その語句が先頭から数えて何番目に
出現するかを表すものである。ここで、ｎは１以上の整数である。語句出現順位指定情報
ＷｎＦｉｘは、ユーザが、ある説明文ＥＳにおいて何番目に出現する語句を得たいかを表
す。
【００３５】
辞書評価支援装置Ａ７は、各情報選択画面に基づいてユーザに希望する階層指定情報Ｌｎ
Ｍａｘを選択させる（ステップＳ２０２）。また、辞書評価支援装置Ａ７は、各情報選択
画面に基づいてユーザに希望する説明文出現順位指定情報ＥＳＭａｘを選択させる（ステ
ップＳ２０３）。さらにまた、辞書評価支援装置Ａ７は、各情報選択画面に基づいてユー
ザに希望する語句出現順位指定情報ＷｎＦｉｘを選択させる（ステップＳ２０４）。なお
、階層指定情報ＬｎＭａｘ、説明文出現順位指定情報ＥＳｎＭａｘ、語句出現順位指定情
報ＷｎＦｉｘの各初期入力時に既にデフォルト値を設定しておき、ユーザが変更を望む場
合に他の値に変更することができるようにすることができる。ここで、選択可能な値は何
れも自然数であるとする。そして、階層指定情報ＬｎＭａｘ、説明文出現順位指定情報Ｅ
ＳｎＭａｘ、語句出現順位指定情報ＷｎＦｉｘの全てについて、入力された値が自然数で
あるか否かを検証し、自然数でなければ（ステップＳ２０５；Ｎｏ）、エラー出力を行う
（ステップＳ２０５ａ）。具体的には、ディスプレイ１０５に「無効な数値。自然数のみ
選択可」等の文章を出力して表示させ、ユーザに再入力を要求するために、ステップＳ２
０１に戻る。入力された値が自然数であれば（ステップＳ２０５；Ｙｅｓ）、階層指定情
報ＬｎＭａｘ、説明文出現順位指定情報ＥＳｎＭａｘ、語句出現順位指定情報ＷｎＦｉｘ
を受け付けてメモリ１０２に格納する（ステップＳ２０６）。
【００３６】
次に、辞書評価支援装置Ａ７は、ディスプレイ１０５に品詞指定情報選択画面を出力して
表示させる（ステップＳ２０７）。ここで、品詞指定情報Ｃは、ターゲット辞書Ｄｔにお
いて、ターゲット語句Ｗｔの品詞の種類を表すものであり、例えば、普通名詞、固有名詞
、動詞、形容詞等を示す情報であって、それらの情報は、電子辞書ＥＤにおいて各見出し
語ＨＷに対応して付与されている品詞に関する識別子ｐｓＩＤに対応している。そして、
この品詞指定情報選択画面に基づいてユーザに希望する品詞指定情報Ｃを選択させる（ス
テップＳ２０８）。なお、初期入力時に、例えば名詞等の何れか一種類の品詞をデフォル
ト値に設定しておき、ユーザが変更を望む場合に他の品詞に変更可能としておくことがで
きる。そして、入力された品詞指定情報Ｃの有効性を検証し、無効であれば（ステップＳ
２０９；Ｎｏ）、エラー出力を行う（ステップＳ２０９ａ）。具体的には、ディスプレイ
１０５に「無効な品詞」等の文章を出力して表示させ、ユーザに再入力を要求するために
、ステップＳ２０７に戻る。一方、入力された品詞指定情報Ｃが有効な場合は（ステップ
Ｓ２０９；Ｙｅｓ）、その品詞指定情報Ｃを受け付けてメモリ１０２に格納し（ステップ
Ｓ２１０）、サブルートＢの処理を終了する。
【００３７】
このサブルートＢの処理に続いて行われるサブルートＣの処理について、図１３に示すフ
ローチャートに基づいて説明する。辞書評価支援装置Ａ７はまず、メモリ１０２から階層
指定情報ＬｎＭａｘ及び説明文出現順位指定情報ＥＳｎＭａｘを取り出し、これらに基づ
いて最大出現節数ＷＭａｘを算出し、語句配列ＡＷ（１）～ＡＷ（ＷＭａｘ）及び語句配
列ＢＷ（１）～ＢＷ（ＷＭａｘ）に対応するメモリ領域を確保する（ステップＳ３０１）
。ここで、「節」とは、後に生成する樹系図において、評価対象語句Ｗａ及び関連語句を
文字データとして表示する部分を示すものであり、最大出現節数ＷＭａｘは、樹系図に表
示される「節」の最大値を表す。なお、最大出現節数ＷＭａｘは、階層指定情報ＬｎＭａ
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ｘ及び説明文出現順位指定情報ＥＳｎＭａｘから一意に決定でき、具体的には説明文出現
順位指定情報ＥＳｎＭａｘの０乗から順次ＥＳｎＭａｘのＬｎＭａｘ乗の総和［ Wmax=Esn
Max^0+EsnMax^1+・・・・ +EsnMax^LnMax］である。また、語句配列は、評価対象語句Ｗａ
の節から最大出現節数ＷＭａｘの関連語句の節までの全ての節の配列を示すものであり、
上述したＡＷ（１）～ＡＷ（ＷＭａｘ）は、辞書Ａについての節の語句配列を表し、ＢＷ
（１）～ＢＷ（ＷＭａｘ）は、辞書Ｂについての節の語句配列を表す。
【００３８】
次に、語句配列ＡＷ（１）～ＡＷ（ＷＭａｘ）、ＢＷ（１）～ＢＷ（ＷＭａｘ）をヌル「
“”」として初期化し（ステップＳ３０２）、メモリ１０２から取り出した評価対象語句
Ｗａを、ＡＷ（１）、ＢＷ（１）に代入する。そして、汎用変数ｉに数値「１」を代入す
るとともに、終了フラグ「ＦＡＬＳＥ」を立てる（ステップＳ３０４）。さらに、汎用変
数ｊに、説明文出現順位指定情報ＥＳｎＭａｘを代入する（ステップＳ３０５）。この後
、まず、ターゲット辞書Ａについて、ターゲット語句ＡＷ（ｉ）、説明文出現順位ｊ、語
句出現順位ＷｎＦｉｘ、ターゲット品詞Ｃを引数に、次に説明するサブルートＦの処理を
実行し、サブルートＦで返値として得られた語句（これを関連語句とする）Ｒを、語句配
列ＡＷ（（ｉ－１）＊ＥＳｎＭａｘ＋１＋ｊ）に収納してメモリ１０２に格納する（ステ
ップＳ３０６）。同様に、ターゲット辞書Ｂについて、ターゲット語句ＢＷ（ｉ）、説明
文出現順位ｊ、語句出現順位ＷｎＦｉｘ、ターゲット品詞Ｃを引数に、サブルートＦの処
理を実行し、サブルートＦで返値として得られた語句（これを関連語句とする）Ｒを、語
句配列ＢＷ（（ｉ－１）＊ＥＳｎＭａｘ＋１＋ｊ）に収納してメモリ１０２に格納する（
ステップＳ３０７）。
【００３９】
ここで、図１６を参照して、サブルートＦの処理について説明する。サブルートＦは文字
列の返値を返す関数として機能し、サブルートＦを呼び出す時には、ターゲット辞書、タ
ーゲット語句、ターゲット説明文番数、ターゲット品詞、ターゲット語番数のそれぞれを
指定して呼び出すことが必要である。サブルートＦでの演算後には、指定された変数に文
字列が代入される。サブルートＦ内部では、ターゲット辞書は変数Ｄｔとして、ターゲッ
ト語句は変数Ｗｔとして、ターゲット説明文番数は変数ｎとして、ターゲット品詞は変数
Ｃとして、ターゲット語番数は変数ＷｎＦｉｘとして処理される。辞書評価支援装置Ａ７
は、まず、ターゲット語句Ｗｔがヌル（“”）であるか否かを判断し、ヌルであると判断
した場合は（図１６、ステップＳ６０１；Ｙｅｓ）、返値Ｒにヌル（“”）を代入して（
ステップＳ６１１）、このサブルートＦの処理を終了する。一方、ステップＳ６０１にお
いて、ターゲット語句Ｗｔがヌルではないと判断した場合（ステップＳ６０１；Ｎｏ）、
ターゲット辞書Ｄｔとターゲット語句Ｗｔを引数として前述したサブルートＥ（図１５参
照）の処理を実行して、返値Ｒを取得する（ステップＳ６０２）。ここで、返値Ｒが「Ｆ
ＡＬＳＥ」であれば（ステップＳ６０３；Ｙｅｓ）、返値Ｒにヌル（“”）を代入して（
ステップＳ６１１）、このサブルートＦの処理を終了する。一方、返値Ｒが「ＦＡＬＳＥ
」ではない、すなわち「ＴＲＵＥ」ならば（ステップＳ６０３；Ｎｏ）、ターゲット辞書
Ｄｔからターゲット語句Ｗｔを見出し語ＨＷとする説明文章ＥＷを抽出し（ステップＳ６
０４）、さらにそのターゲット辞書Ｄｔに特有のフィルタを用いて、抽出した説明文章Ｅ
Ｗから見出し語ＨＷの分類記号や括弧書等を含めた読み仮名等を削除したうえで（ステッ
プＳ６０５）、その説明文章ＥＷを単文である１以上の説明文ＥＳに分割し、ｎ番目の説
明文ＥＳを取得する（ステップＳ６０６）。ここで、ｎ番目の説明文ＥＳとは、当該説明
文章ＥＷにおいて１番目に出現する説明文ＥＳからメモリ１０２に格納された説明文出現
順位指定情報ＥＳｎＭａｘに対応する説明文ＥＳまでの各説明文ＥＳを意味し、ｎは自然
数で表される。次に、ｎ番目の説明文ＥＳの存在を確認し、存在しない場合（ステップＳ
６０７；Ｙｅｓ）は、返値Ｒにヌル（“”）を代入して（ステップＳ６１１）、このサブ
ルートＦの処理を終了する。一方、ｎ番目の説明文ＥＳが存在する場合は（ステップＳ６
０７；Ｎｏ）、そのｎ番目の説明文ＥＳに対して形態素解析を実行し、メモリ１０２に格
納されたターゲット品詞Ｃ以外の語句を無視する処理を行う（ステップＳ６０８）。さら
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に、ターゲット品詞Ｃの語句数が該当する説明文ＥＳ内に、メモリ１０２に格納された語
句出現順位指定情報ＷｎＦｉｘに対応する個数未満であるか否かを判断して、ＷｎＦｉｘ
個以上である場合は（ステップＳ６０９；Ｎｏ）、返値ＲにＷｎＦｉｘ番目の語句を代入
してこれを関連語句としたうえでその語句についての関連情報ｆを生成するとともにター
ゲット辞書Ｄｔ（Ａ又はＢ）ごとに分類してメモリ１０２に格納し（ステップＳ６１０）
、このサブルートＦの処理を終了する。一方、ステップＳ６０９において、ターゲット品
詞Ｃの語句数がＷｎＦｉｘ未満であると判断した場合は（ステップＳ６０９；Ｙｅｓ）、
返値Ｒにヌル（“”）を代入して（ステップＳ６１１）、このサブルートＦの処理を終了
する。ここで、返値Ｒで表される関連語句に関する情報である関連情報は、ターゲット語
句Ｗｔ、説明文出現順位ＥＳｎ、ターゲット辞書Ｄｔ、ターゲット品詞Ｃ、語句出現順位
指定情報ＷｎＦｉｘを引数とする関数［ｓｅａｒｃｈｗｏｒｄ（Ｗｔ，ＥＳｎ，Ｄｔ，Ｃ
，ＷｎＦｉｘ）］で表すことができる。詳述すると、ある関連語句に関する関連情報は、
ターゲット辞書ＤｔにおいてＷｔという見出し語を説明する説明文章ＥＳのうち説明文出
現順位がＥＳｎの説明文ＥＳに出てくるターゲット品詞Ｃに該当する語句であって、当該
説明文ＥＳに出現する語句出現順位ＷｎＦｉｘの語句を示す関数として表されることにな
る。従って、例えば評価対象語句Ｗａの入力があった場合、辞書Ａにおいてこの評価対象
語句Ｗａを見出し語とする１階層目の説明文章のうち、出現順位第１位の説明文（ＥＳ 1

）における出現順位第１位の語句（ＷｎＦｉｘ＝１）が関連語句となる場合、返値ＡＲの
関連情報は、何れの辞書に係る関連語句であるのかは左辺の返値「ＡＲ」より明らかであ
り、また品詞の種類及び語句出現順位はユーザ自身で指定したものであるのでユーザにと
っては自明であることから右辺において省略するとして、ＡＲ＝ｓｅａｒｃｈｗｏｒｄ（
Ｗａ，１）で表される。さらに、同辞書Ａにおいてその関連語句を見出し語とする２階層
目の説明文章のうち、出現順位第２位の説明文（ＥＳ 2）における出現順位第１位の語句
（ＷｎＦｉｘ＝１）が関連語句となる場合、返値ＡＲの関連情報は、ＡＲ＝ｓｅａｒｃｈ
ｗｏｒｄ（ｓｅａｒｃｈｗｏｒｄ（Ｗａ，１）），２）で表される。
【００４０】
以下、サブルートＣに戻って説明を続ける。上述したように、サブルートＦで得られた返
値Ｒを、ステップＳ３０６及びステップＳ３０７においてそれぞれ関連語句として語句配
列ＡＷ（（ｉ－１）＊ＥＳｎＭａｘ＋１＋ｊ）、ＢＷ（（ｉ－１）＊ＥＳｎＭａｘ＋１＋
ｊ）に収納してメモリ１０２に格納した後、（（ｉ－１）＊ＥＳｎＭａｘ＋１＋ｊ）が最
大出現節数ＷＭａｘと等しいか否かを判断する。（（ｉ－１）＊ＥＳｎＭａｘ＋１＋ｊ）
と最大出現節数ＷＭａｘとが等しくない場合は（ステップＳ３０８；Ｎｏ）、汎用変数ｊ
の次の値として「ｊ－１」を代入する（ステップＳ３０９）が、等しい場合は（ステップ
Ｓ３０８；Ｙｅｓ）、終了フラグ「ＴＲＵＥ」を立ててから（ステップＳ３０８ａ）、汎
用変数ｊの次の値として「ｊ－１」を代入する（ステップＳ３０９）。次に、汎用変数ｊ
の値が０であるか否かを判断し、０以外の値であれば（ステップＳ３１０；Ｎｏ）、ステ
ップＳ３０５の処理に戻る。一方、汎用変数ｊの値が０である場合は（ステップＳ３１０
；Ｙｅｓ）、汎用変数ｉの次の値として「ｉ＋１」を代入し（ステップＳ３１１）、終了
フラグが「ＴＲＵＥ」であるか否かを判断する。終了フラグが「ＴＲＵＥ」ではない、す
なわち「ＦＡＬＳＥ」である場合は（ステップＳ３１２；Ｎｏ）、ステップＳ３０６の処
理に戻り、終了フラグが「ＴＲＵＥ」である場合は（ステップＳ３１２；Ｙｅｓ）、関連
情報が終了情報であるとして、サブルートＣの処理を終了する。以上のようにして、各辞
書Ａ，Ｂごとに、評価対象語句Ｗａに基づく関連語句の取得と、各関連語句に対応する関
連情報ｆの生成が行われ、各関連語句及び関連情報ｆが語句配列ＡＷ（（ｉ－１）＊ＥＳ
ｎＭａｘ＋１＋ｊ）、ＢＷ（（ｉ－１）＊ＥＳｎＭａｘ＋１＋ｊ）に収納されることにな
る。
【００４１】
次に、樹系図を生成し出力するサブルートＤにおける辞書評価支援装置Ａ７の処理につい
て、図１４及び図１７～図２７に基づいて説明する。なお、前提として、生成される樹系
図は、複数の節と、関連のある節同士を接続する線と、各線に対応させた添字とから構成
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される。本実施形態では「節クラス」に語句が当てはめられ、「線クラスに」終点に矢印
が設定された矢印線及び添字ラベルが当てはめられるものとする。また、線クラスについ
ては、始点に接続される節クラスと終点に接続される節クラスが存在するので、始点を「
ｆｒｏｍ」、終点を「ｔｏ」で表すものとする。
【００４２】
図１４は、サブルートＤにおける辞書評価支援装置Ａ７の処理の全体を概略的に示したフ
ローチャートである。同図に示すように、このサブルートＤは、主として９つのサブルー
ト（サブルートＤ１～Ｄ９）から構成される。まず、サブルートＤ１を実行し、樹系図に
おける節の設定を行い、辞書Ａについての情報検索及び収納を行う（ステップＳ４１）。
それに続いてサブルートＤ２を実行し、樹系図における節の設定を行うが、ここでは辞書
Ｂについての情報検索及び収納を行う（ステップＳ４２）。さらに、サブルートＤ３を実
行し、前記サブルートＤ１及びＤ２で設定した各節を接続する樹系図上の線の設定を行う
（ステップＳ４３）。そしてサブルートＤ４を実行して、樹系図上で重複する線（同一線
）を排除する（ステップＳ４４）。さらに、サブルートＤ５を実行して、前記サブルート
Ｄ４で有効とされた線をバネとみなし、そのバネの両端に存在する各節に速度を加算する
（ステップＳ４５）。続いてサブルートＤ６を実行し、節間に働く仮想上の斥力を演算す
る（ステップＳ４６）。そして、サブルートＤ７を実行し、サブルートＤ６で得られた節
間の斥力に基づいて、全節を移動させる（ステップＳ４７）。そして、サブルートＤ８を
実行して、線及び節からなる樹系図の生成・描画及びディスプレイへの表示を行い（ステ
ップＳ４８）、最後にサブルートＤ９を実行して、ディスプレイに表示された樹系図をユ
ーザに入力により表示変更して（ステップＳ４９）、サブルートＤにおける処理、並びに
全行程の処理を終了する。以下、各サブルートＤ１～Ｄ９における処理について、対応す
る図１７～図２７を参照して詳述する。
【００４３】
まず図１７は、サブルートＤ１として節の設定のための処理を示すものであって、ここで
は辞書Ａについての情報検索及び収納を行う。サブルートＣまでで得た辞書Ａについての
ターゲット語句ＡＷ（ｉ）の中には、同一語句が重複して存在している場合があり、ター
ゲット語句ＡＷ（ｉ）の変数ｉを１～最大出現節数ＷＭａｘまで変化させるループ処理の
中で、同一語句の存在をチェックする。そこで、語句の重複を避けるために、整理配列Ａ
ＷＩＤ（ｊ）という配列変数を利用して整理を行う。なお、ターゲット語句ＡＷ（ｊ）の
値は語句を文字列として扱っているのに対し、整理配列ＡＷＩＤ（ｊ）は整数を値として
持つ配列として扱っており、その数値は、ターゲット語句ＡＷ（ｉ）の変数ｉを指すこと
になる。そして、新出の語句が出現するたびに、ｎｏｄｅというオブジェクトの変数に情
報を収納してゆく。さらに、同図に示す工程が終了した時点で、節数ｎｐは、辞書Ａにお
ける語句数を示す。
【００４４】
具体的な処理としては、始めに、節クラスとそのメンバ変数の設定を行う。ここで、クラ
スやそれにより生成されたオブジェクトとそのメンバ変数の概念を利用しない場合は、例
えばｎｏｄｅオブジェクトのメンバ変数ｎｏｄｅ［ｉ］．ａｂｃは、通常配列変数ｎｏｄ
ｅ＿ａｂｃ［ｉ］等と読み替えても影響がないように記述してある。またオブジェクトの
メソッドは利用せず、変数をメンバ変数として容易に整理するためにのみオブジェクトを
利用している。節クラスは、文字配列変数（ｗｏｒｄ）、整数変数（ｄｉｃ）、実数変数
（ｄｘ）、実数変数（ｄｙ）、ブール変数（ｌｏｃｋ）、実数変数（ｘ）、実数変数（ｙ
）をメンバ変数とする。節クラスからｎｏｄｅオブジェクトを（Ｗｍａｘ＊２）個生成す
る。次に、節数ｎｐに次の値である「ｎｐ＋１」を代入し、文字列変数（ｎｏｄｅ［ｎｐ
］．ｗｏｒｄ）にターゲット語句ＡＷ（ｉ）を代入し、整数変数（ｎｏｄｅ［ｎｐ］．ｄ
ｉｃ）に値１を代入する。また、実数変数（ｎｏｄｅ［ｎｐ］．ｄｘ，ｎｏｄｅ［ｎｐ］
．ｄｙ）にはそれぞれ値０を代入し、ブール変数（ｎｏｄｅ［ｎｐ］．ｌｏｃｋ）には「
ＦＡＬＳＥ」を代入し、また、実数変数（ｎｏｄｅ［ｎｐ］．ｘ，ｎｏｄｅ［ｎｐ］．ｙ
）にはそれぞれ乱数を代入する（ステップＳ４０３）。ただし、整数変数（ｄｉｃ）は、
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値１が辞書Ａにおける語句を示し、値２が辞書Ｂにおける語句を示し、値３が辞書Ａ及び
Ｂに共通の語句を示す。また、ブール変数（ｎｏｄｅ［ｎｐ］．ｌｏｃｋ）が「ＦＡＬＳ
Ｅ」であることは、その節が後述するサブルートＤ７においてその節が移動し得ることを
意味し、「ＴＲＵＥ」であればその節は固定されて動かないことを意味する。ここで、ユ
ーザの入力による評価対象語句Ｗａは必ず存在するので、Ｗａ（＝ＡＷ（１））の処理に
ついては、ｎｏｄｅ［１］については評価対象語句Ｗａの情報が与えられる。次に、辞書
Ａの整理配列ＡＷＩＤ（０）に値０を代入し、ＡＷ（１）に値１を代入する（ステップＳ
４０４）。
【００４５】
さらに、汎用変数ｉの次の値として「ｉ＋１」を代入し、汎用変数ｊには値１を代入する
（ステップＳ４０５）。ここで、ターゲット語句ＡＷ（ｉ）がヌル値（“”）であるか否
かを判断し（ステップＳ４０６）、ヌル語句（“”）であれば（ステップＳ４０６；Ｙｅ
ｓ）、辞書Ａの整理配列ＡＷＩＤ（ｉ）に値０を代入した上で（ステップＳ４０６ａ）、
後述するステップＳ４１２の処理へ進む。一方、ステップＳ４０６において、ターゲット
語句ＡＷ（ｉ）がヌル値でなければ（ステップＳ４０６；Ｎｏ）、次にそのターゲット語
句ＡＷ（ｉ）が既出の語句であるか否かを判断する（ステップＳ４０７）。ターゲット語
句ＡＷ（ｉ）が既出の語句と一致する場合は（ステップＳ４０７；Ｙｅｓ）、後述するス
テップＳ４１１へ進み、一致しない場合は（ステップＳ４０７；Ｎｏ）、汎用変数ｊに次
の値「ｊ＋１」を代入する（ステップＳ４０８）。そして、この汎用変数ｊがノードポイ
ンタ（ｎｐ）以下の値であれば（ステップＳ４０９；Ｎｏ）、ステップＳ４０７へ戻り、
汎用変数ｊがノードポインタ（ｎｐ）よりも大きい値ならば（ステップＳ４０９；Ｙｅｓ
）、初出の語句の処理を行う（ステップＳ４１０）。すなわち、前述したステップＳ４０
３と同様に、節数ｎｐに次の値である「ｎｐ＋１」を代入し、文字列変数（ｎｏｄｅ［ｎ
ｐ］．ｗｏｒｄ）にターゲット語句ＡＷ（ｉ）を代入し、整数変数（ｎｏｄｅ［ｎｐ］．
ｄｉｃ）に値１を代入する。さらに、ブール変数（ｎｏｄｅ［ｎｐ］．ｌｏｃｋ）に「Ｆ
ＡＬＳＥ」を代入し、実数変数（ｎｏｄｅ［ｎｐ］．ｄｘ，ｎｏｄｅ［ｎｐ］．ｄｙ）に
はそれぞれ値０を代入し、実数変数（ｎｏｄｅ［ｎｐ］．ｘ，ｎｏｄｅ［ｎｐ］．ｙ）に
はそれぞれ乱数を代入する。そのうえで、辞書Ａの整理配列ＡＷ（ｉ）に汎用変数ｊを代
入し（ステップＳ４１１）、汎用変数ｉが最大出現節数ＷＭａｘと一致するまでステップ
Ｓ４０５に戻り繰り返し重複、新出語句チェックの処理を行う（ステップＳ４１２；Ｎｏ
）。一致後は（ステップＳ４１２；Ｙｅｓ）、このサブルートＤ１の処理を終え、辞書Ｂ
についての節設定の処理工程（サブルートＤ２）へ進む。以上の演算処理によって辞書Ａ
について得た重複のない関連語句の数は、ｎｐ個である。
【００４６】
図１８は、サブルートＤ２として節の設定のための処理を示すものであって、ここでは辞
書Ｂについての情報検索及び収納を行う。すなわち、前工程と同様に、辞書Ｂについて、
ターゲット語句ＢＷ（ｉ）から整理配列ＢＷＩＤ（ｊ）へと語句の重複を調査しつつ整理
し、新出語句の情報をオブジェクトｎｏｄｅに収納する。この工程が終了した時点で、節
数ｎｐは、辞書Ａ及び辞書Ｂにおける総語句数を示す。また、変数ｎｏｄｅには、辞書Ａ
にのみ出現する語句か、辞書Ｂにのみ出現する語句か、辞書Ａ及びＢの両方に出現する語
句なのかを判断する数値を、ｎｏｄｅ（ｉ）．ｄｉｃに対して設定する。例えば処理がこ
こまで進んでいる場合、評価対象語句Ｗａは、辞書Ａ、辞書Ｂと共に出現するのはひつぜ
んであるので、ｎｏｄｅ［０］．ｄｉｃはこのサブルートＤ２終了後には３が代入されて
いることになる。
【００４７】
具体的な処理としては、図１７に示したステップＳ４１２に続いて（Ｄ２）、まず汎用変
数ｉに値１を代入し（ステップＳ４１３）、前述のステップＳ４０４と同様に、辞書Ｂの
整理配列ＢＷＩＤ（０）に値０を代入し、ＢＷ（１）に値１を代入する（ステップＳ４１
４）。そして、ステップＳ４０５と同様に、汎用変数ｉに次の値「ｉ＋１」を代入すると
ともに、汎用変数ｊに値１を代入する（ステップＳ４１５）。ここで、ターゲット語句Ｂ
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Ｗ（ｉ）がヌル値（“”）であるか否かを判断し（ステップＳ４１６）、ヌル語句（“”
）であれば（ステップＳ４１６；Ｙｅｓ）、辞書Ｂの整理配列ＢＷＩＤ（ｉ）に値０を代
入した上で（ステップＳ４１６ａ）、後述するステップＳ４２２の処理へ進む。一方、ス
テップＳ４１６において、ターゲット語句ＢＷ（ｉ）がヌル値でなければ（ステップＳ４
１６；Ｎｏ）、次にそのターゲット語句ＢＷ（ｉ）が既出の語句であるか否かを判断する
（ステップＳ４１７）。ターゲット語句ＢＷ（ｉ）が既出の語句と一致する場合は（ステ
ップＳ４１７；Ｙｅｓ）、その節クラスノードの整数（ｎｏｄｅ［ｊ］．ｄｉｃ）が値１
であるか否かを判断して、値１でなければ（ステップＳ４１７ａ；Ｎｏ）辞書Ａには存在
しなかった語句であるので後述するステップＳ４１２へ進み、値１であれば（ステップＳ
４１７ａ；Ｙｅｓ）辞書Ａにも存在した語句であるので、節クラスノードの整数（ｎｏｄ
ｅ［ｊ］．ｄｉｃ）に値３を代入した後（ステップＳ４１７ｂ）、後述するステップＳ４
１２へ進む。一方、ターゲット語句ＢＷ（ｉ）が既出の語句と一致しない場合は（ステッ
プＳ４１７；Ｎｏ）、汎用変数ｊに次の値「ｊ＋１」を代入する（ステップＳ４１８）。
そして、この汎用変数ｊがノードポインタ（ｎｐ）以下の値であれば（ステップＳ４１９
；Ｎｏ）、ステップＳ４１７へ戻り、汎用変数ｊがノードポインタ（ｎｐ）よりも大きい
値ならば（ステップＳ４１９；Ｙｅｓ）、初出の語句の処理を行う。すなわち、前述した
ステップＳ４１０と同様に、節数ｎｐに次の値である「ｎｐ＋１」を代入し、文字列変数
（ｎｏｄｅ［ｎｐ］．ｗｏｒｄ）にターゲット語句ＢＷ（ｉ）を代入し、整数変数（ｎｏ
ｄｅ［ｎｐ］．ｄｉｃ）に値２を代入する。また、実数変数（ｎｏｄｅ［ｎｐ］．ｄｘ，
ｎｏｄｅ［ｎｐ］．ｄｙ）にはそれぞれ値０を代入し、実数変数（ｎｏｄｅ［ｎｐ］．ｘ
，ｎｏｄｅ［ｎｐ］．ｙ）にはそれぞれ乱数を代入する。また、ブール変数（ｎｏｄｅ［
ｎｐ］．ｌｏｃｋ）には「ＦＡＬＳＥ」を代入する（ステップＳ４２０）。そのうえで、
辞書Ｂの整理配列ＢＷ（ｉ）に汎用変数ｊを代入し（ステップＳ４２１）、汎用変数ｉが
最大出現節数ＷＭａｘと一致するか否かを判断する（ステップＳ４２２）。汎用変数ｉが
最大出現節数ＷＭａｘと一致しない場合は（ステップＳ４２２；Ｎｏ）、ステップＳ４１
５へ戻って辞書Ｂの全関連語句ＢＷ（１）～ＢＷ（ＷＭａｘ）の全てにおいて重複、新出
語句チェックの処理を続行し、一致する場合は（ステップＳ４２２；Ｙｅｓ）、辞書Ｂに
ついての節設定の処理工程であるサブルートＤ２の処理を終了し、次の工程であるサブル
ートＤ３へ進む。
【００４８】
図１９は、サブルートＤ３として線を設定する工程を示している。サブルートＤ１及びサ
ブルートＤ２において、辞書Ａ及び辞書Ｂについての節の設定が終わると、それに続いて
、節と節とを結ぶ線（ｅｄｇｅ）に関する情報を収納する処理を行う。この工程では、辞
書Ａに対応する線オブジェクトｅｄｇｅ［ｊ］（但し、ｊ＝１～ＷＭａｘ）と、辞書Ｂに
対応する線オブジェクトｅｄｇｅ［ｊ］（但し、ｊ＝ＷＭａｘ＋１～ＷＭａｘ＊２）を一
度に処理する。辞書Ａに関する処理か、辞書Ｂに関する処理かは、変数ｊが最大出現節数
ＷＭａｘ以下なら辞書Ａ、それよりも大きければ辞書Ｂと判断する。以下の説明において
、線オブジェクトｅｄｇｅ［ｉ］は、ｌｏｃａｌｆｒｏｍ番目の節とｉ番目の節とを結ぶ
線を示す。また、一例として、説明文出現順位指定情報ＥＳｎＭａｘが３であれば、それ
を整理するために設定した「ｌｏｃａｌｌａｂｅｌ」が１、２、３の値を取ることとして
いる。最終的に、ある線オブジェクトｅｄｇｅの両側（線オブジェクトｅｄｇｅのメンバ
変数である整数変数ｆｒｏｍ、整数変数ｔｏが指し示す節オブジェクトのメンバ変数であ
る文字列ｗｏｒｄ）がヌル以外の節である場合は、その線オブジェクトｅｄｇｅは有効（
該当する線オブジェクトｅｄｇｅのメンバ変数であるブール変数ｆｌａｇがＴＲＵＥ）と
なり、反対に、片側や両側がヌルならばその線オブジェクトｅｄｇｅは無効（該当する線
オブジェクトｅｄｇｅのメンバ変数であるブール変数がＦＡＬＳＥ）となる。そして、有
効（該当する線オブジェクトｅｄｇｅのメンバ変数であるブール変数がＴＲＵＥ）な線オ
ブジェクトｅｄｇｅのみが、本工程の後の工程における処理であるバネ演算やディスプレ
イへの表示の対象となる。
【００４９】
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具体的な処理としては、始めに、線クラスとそのメンバ変数の設定を行う。線クラスは、
整数変数（ｆｒｏｍ）、整数変数（ｔｏ）、実数変数（ｌｅｎ）、整数変数（ｔｙｐｅ）
、文字列変数（ｌａｂｅｌ）、ブール変数（ｆｌａｇ）をメンバ変数とする。線クラスか
らｅｄｇｅオブジェクトを（Ｗｍａｘ＊２）個生成する。そして、汎用変数ｊに値１を代
入する（ステップＳ４２４）。続いて、汎用変数ｊが最大出現節数ＷＭａｘ以下であれば
この値ｊを汎用変数ｉに代入し、汎用変数ｊが最大出現節数ＷＭａｘよりも大きい値であ
ればこの値ｊから最大出現節数ＷＭａｘを引いた値を汎用変数ｉに代入する。また、汎用
変数ｊが最大出現節数ＷＭａｘ以下であればターゲット辞書Ｄｔに辞書Ａを適用し、汎用
変数ｊが最大出現節数ＷＭａｘよりも大きい値であればターゲット辞書Ｄｔに辞書Ｂを適
用する（以上、ステップＳ４２５）。さらに、汎用変数ｉが値１の場合は、変数ｌｏｃａ
ｌｆｒｏｍに値０を代入し、汎用変数ｉが値１以外の場合は、この値ｉから数２を引いた
値を説明文出現順位指定情報ＥＳｎＭａｘで除した値の整数値に値１を加える演算によっ
て得られる値を変数ｌｏｃａｌｆｒｏｍに代入する。これは、ｉ番目にあたる線オブジェ
クトｅｄｇｅ［ｉ］がｌｏｃａｌｆｒｏｍ番目の節オブジェクトｎｏｄｅ［ｌｏｃａｌｆ
ｒｏｍ］とｉ番目の節オブジェクトのｎｏｄｅ［ｉ］に接続していることを意味している
。また、文字列変数ｌｏｃａｌｌａｂｅｌには、先に得られた変数ｌｏｃａｌｆｒｏｍか
ら数１を引いた値に説明文出現順位指定情報ＥＳｎＭａｘを乗じた値を変数ｉから引き、
さらに値１を加えた値を文字列として代入する。これは、ｌｏｃａｌｌａｂｅｌには説明
文出現順位ＥＳｎが代入されるが、その説明文出現順位ＥＳｎが変数ｉから何ＥＳｎ目か
を算出することを意味している（以上、ステップＳ４２６）。そして、汎用変数ｊと最大
出現節数ＷＭａｘとを比較し（ステップＳ４２７）、汎用変数ｊが、最大出現節数ＷＭａ
ｘ以下であれば（ステップＳ４２７；Ｎｏ）辞書Ａについて処理し、最大出現節数ＷＭａ
ｘよりも大きければ（ステップＳ４２７；Ｙｅｓ）辞書Ｂについて処理する。
【００５０】
辞書Ａについては、ｅｄｇｅ［ｊ］．ｆｒｏｍに整理配列ＡＷＩＤ（ｌｏｃａｌｆｒｏｍ
）を、ｅｄｇｅ［ｊ］．ｔｏに整理配列ＡＷＩＤ（ｉ）を、ｅｄｇｅ［ｊ］．ｔｙｐｅに
文字列変数ｌｏｃａｌｌａｂｅｌを整数化して代入し、ｅｄｇｅ［ｊ］．ｌｅｎに適切な
固定線長ｍを代入し、ｅｄｇｅ［ｊ］．ｌａｂｅｌに、変数ｉが１ならばターゲット辞書
Ｄｔを代入し、それ以外の場合はｅｄｇｅ［ｌｏｃａｌｌａｂｅｌ］．ｌａｂｅｌ＋ｌｏ
ｃａｌｌａｂｅｌを代入する（ステップＳ４２８）。そして、整理配列ＡＷＩＤ（ｅｄｇ
ｅ［ｊ］．ｆｒｏｍ）が値０であるか、又は、整理配列ＡＷＩＤ（ｅｄｇｅ［ｊ］．ｔｏ
）が値０であるかを検証する（ステップＳ４２８ａ）。なお、適切な固定長ｍとは、この
線オブジェクトｅｄｇｅの基本長であり、その値はこの装置の表示装置などに依存する。
線オブジェクトｅｄｇｅが押されたり引かれたりして適切な固定長ｍよりも長さが長くな
ったり短くなったりした場合に、バネと同様に固定長ｍに戻ろうとする力が働くように演
算する処理を後の処理で行っている。一方、辞書Ｂについても同様の処理を行う（ステッ
プＳ４２９，Ｓ４３０）。ここで、ステップＳ４２８ａ及びステップＳ４２９ａのいずれ
かにおいて、整理配列ＡＷＩＤ（ｅｄｇｅ［ｊ］．ｆｒｏｍ）又はＡＷＩＤ（ｅｄｇｅ［
ｊ］．ｔｏ）の何れか一方、整理配列ＢＷＩＤ（ｅｄｇｅ［ｊ］．ｆｒｏｍ）又はＢＷＩ
Ｄ（ｅｄｇｅ［ｊ］．ｔｏ）の何れか一方がヌル節の場合には（ステップＳ４２８ａ；Ｙ
ｅｓ，ステップＳ４２９ａ；Ｙｅｓ）、それぞれ当該線クラスは始点又は終点に節が存在
しない無効な線オブジェクトｅｄｇｅであるとして、ｅｄｇｅ［ｊ］．ｆｌａｇをＦＡＬ
ＳＥとする（ステップＳ４３０，ステップＳ４３１）。一方、ステップＳ４２８ａ及びス
テップＳ４２９ａの両方において、整理配列ＡＷＩＤ（ｅｄｇｅ［ｊ］．ｆｒｏｍ）及び
ＡＷＩＤ（ｅｄｇｅ［ｊ］．ｔｏ）の両方、整理配列ＢＷＩＤ（ｅｄｇｅ［ｊ］．ｆｒｏ
ｍ）及びＢＷＩＤ（ｅｄｇｅ［ｊ］．ｔｏ）の両方がヌル節ではない場合には（ステップ
Ｓ４２８ａ；Ｎｏ，ステップＳ４２９ａ；Ｎｏ）、それぞれ当該線オブジェクトｅｄｇｅ
は始点及び終点に節が存在する有効な線オブジェクトｅｄｇｅであるとして、ｅｄｇｅ［
ｊ］．ｆｌａｇをＴＲＵＥとする（ステップＳ４３２）。そして、ステップＳ４３０～Ｓ
４３２に続いて、汎用変数ｊに次の値「ｊ＋１」を代入した後（ステップＳ４３３）、こ
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の汎用変数ｊと最大出現節数ＷＭａｘの２倍の値とを比較する（ステップＳ４３４）。こ
れは、辞書Ａ及び辞書Ｂの２つの辞書を用いていることから、最大の線数が最大出現節数
ＷＭａｘの２倍の値を取ることに基づく。そして、汎用変数ｊが最大出現節数ＷＭａｘの
２倍の値以下の場合には（ステップＳ４３４；Ｎｏ）、ステップＳ４２５に戻って同様の
工程を繰り返し行い、汎用変数ｊが最大出現節数ＷＭａｘの２倍の値を越えたところで（
ステップＳ４３４；Ｙｅｓ）、この線の設定の工程であるサブルートＤ３の処理を終え、
次のサブルートＤ４へ進む。
【００５１】
このように設定された線オブジェクトｅｄｇｅには、辞書Ａ，Ｂについて同一の関連語句
が出現した場合、同一の節から同一の節へ接続する線オブジェクトｅｄｇｅが重複してい
るものが存在することから、この重複する線オブジェクトｅｄｇｅ、すなわち、同一のｆ
ｒｏｍと同一のｔｏを有する線オブジェクトｅｄｇｅを排除する処理が必要となる。この
ように、重複する線オブジェクトｅｄｇｅを排除するサブルートＤ４の処理工程を図２０
に示す。
【００５２】
具体的には、まず、辞書Ａについての処理として、汎用変数ｉに値２を代入し（ステップ
Ｓ４３５）、その変数ｉを汎用変数ｊに代入する（ステップＳ４３６）。さらに、汎用変
数ｊに次の値「ｊ＋１」を代入して（ステップＳ４３７）、当該線が同一であるか否かを
検証する（ステップＳ４３８）。すなわち、ｅｄｇｅ［ｉ］．ｆｒｏｍとｅｄｇｅ［ｊ］
．ｆｒｏｍとが一致し、且つｅｄｇｅ［ｉ］．ｔｏとｅｄｇｅ［ｊ］．ｔｏとが一致する
場合には（ステップＳ４３８；Ｙｅｓ）、同一線であると判断してｅｄｇｅ［ｊ］．ｆｌ
ａｇをＦＡＬＳＥとしてそれを無効化し（ステップＳ４３８ａ）、それ以外の場合には（
ステップＳ４３８；Ｎｏ）、同一線ではないと判断する。そして、汎用変数ｊと最大出現
節数ＷＭａｘとを比較し、一致しなければ（ステップＳ４３９；Ｎｏ）ステップＳ５３７
へ戻って同様の処理を繰り返し、一致したところで（ステップＳ４３９；Ｙｅｓ）、汎用
変数ｉに次の値「ｉ＋１」を代入する（ステップＳ４４０）。さらに、この新しい汎用変
数ｉと最大出現節数ＷＭａｘとを比較し、一致しなければ（ステップＳ４４１；Ｎｏ）ス
テップＳ４３６へ戻って同様の処理を繰り返し、一致したところで（ステップＳ４４１；
Ｙｅｓ）、辞書Ｂの処理へ移行する。
【００５３】
辞書Ｂについての処理としては、まず、汎用変数ｉに最大出現節数ＷＭａｘに２を加算し
た値を代入し（ステップＳ４４２）、その変数ｉを汎用変数ｊに代入する（ステップＳ４
４３）。さらに、汎用変数ｊに次の値「ｊ＋１」を代入して（ステップＳ４４４）、当該
線が同一であるか否かを検証する（ステップＳ５４５）。すなわち、ｅｄｇｅ［ｉ］．ｆ
ｒｏｍとｅｄｇｅ［ｊ］．ｆｒｏｍとが一致し、且つｅｄｇｅ［ｉ］．ｔｏとｅｄｇｅ［
ｊ］．ｔｏとが一致する場合には（ステップＳ４４５；Ｙｅｓ）、同一線であると判断し
てｅｄｇｅ［ｊ］．ｆｌａｇをＦＡＬＳＥとしてそれを無効化し（ステップＳ４４５ａ）
、それ以外の場合には（ステップＳ４４５；Ｎｏ）、同一線ではないと判断する。そして
、汎用変数ｊと最大出現節数ＷＭａｘの２倍の値とを比較し、一致しなければ（ステップ
Ｓ４４６；Ｎｏ）ステップＳ４４４へ戻って同様の処理を繰り返し、一致したところで（
ステップＳ４４６；Ｙｅｓ）、汎用変数ｉに次の値「ｉ＋１」を代入する（ステップＳ４
４７）。さらに、この新しい汎用変数ｉと最大出現節数ＷＭａｘの２倍の値とを比較し、
一致しなければ（ステップＳ４４８；Ｎｏ）ステップＳ４４３へ戻って同様の処理を繰り
返し、一致したところで（ステップＳ４４８；Ｙｅｓ）、辞書Ｂの処理を終えて、このサ
ブルートＤ４の処理を終了し、次のサブルートＤ５の処理工程へ移行する。
【００５４】
図２１に示すサブルートＤ５の処理工程では、上述したサブルートＤ４の処理工程で有効
とされた線オブジェクトｅｄｇｅをバネとみなし、そのバネの両端に存在するそれぞれの
節に速度を加算する処理を行う。なお、以下で述べるバネ定数ａは、数０を越える適当な
数であり、微小数値ｄｅｌｔａｍは、例えば数０．００１等の適当に小さな数とする。斥
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力計算において０で除算を避けるための外的動乱の種として使用する。また、斥力定数ｂ
は、０以上の値である。さらに、摩擦係数ｃｏｆは、ディスプレイへの表示手段の性能や
演算速度に依存するものであり、０＜ｃｏｆ＜１の値で適当な値とする。また、「ｌｏｃ
ａｌｖｘ」は、二次元の座標中、ｘ座標における２つの節が取る距離を表し、「ｌｏｃａ
ｌｖｙ」は、同座標中、ｙ座標における２つの節が取る距離を表し、「ｌｏｃａｌｌｅｎ
」は、２つの節が取る距離を表すものとする。
【００５５】
まず、辞書Ａ表示のブーリアン及び辞書Ｂ表示のブーリアンである変数（ａｄｒａｗ及び
ｂｄｒａｗ）をいずれも「ＴＲＵＥ」とし，バネ定数ａ，斥力定数ｂ、微小数値ｄｅｉｔ
ａｍ、摩擦係数ｃｏｆをそれぞれ定義して（ステップＳ４４９）、汎用変数ｉに値１を代
入する（ステップＳ４５０）。ここで、バネの有効性を検証し（ステップＳ４５１）、バ
ネが有効（ｅｄｇｅ［１］．ｆｌａｇ＝ＴＲＵＥ）であれば（ステップＳ４５１；Ｙｅｓ
）、次に示すような各値に所定値を代入する処理を行う。すなわち、ここでは、ｌｏｃａ
ｌｖｘに、節オブジェクトｎｏｄｅ［ｅｄｇｅ［ｉ］．ｔｏ］．ｘの値から節オブジェク
トｎｏｄｅ［ｅｄｇｅ［ｉ］．ｆｒｏｍ］．ｘの値を引いた値を、ｌｏｃａｌｖｙに、節
オブジェクトｎｏｄｅ［ｅｄｇｅ［ｉ］．ｔｏ］．ｙの値から節オブジェクトｎｏｄｅ［
ｅｄｇｅ［ｉ］．ｆｒｏｍ］．ｙの値を引いた値を、ｌｏｃａｌｌｅｎに、ｌｏｃａｌｖ
ｘの二乗値とｌｏｃａｌｖｙの二乗値との和の正の平方根をそれぞれ代入する。また、ｅ
ｄｇｅｓ［ｉ］．ｌｅｎからｌｏｃａｌｌｅｎを引いた値にバネ定数ａを乗じてこの値を
ｆとする。そして、この値ｆにｌｏｃａｌｖｘを乗じた値、ｆにｌｏｃａｌｖｙを乗じた
値を、それぞれｘ座標、ｙ座標における速度ｌｏｃａｌｄｘ、ｌｏｃａｌｄｙに代入する
。そして、以下の各速度、節オブジェクトｎｏｄｅ［ｅｄｇｅ［ｉ］．ｔｏ］．ｄｘに、
節オブジェクトｎｏｄｅ［ｅｄｇｅ［ｉ］．ｔｏ］．ｄｘの値に先に求めたｌｏｃａｌｄ
ｘを加えた値を、節オブジェクトｎｏｄｅ［ｅｄｇｅ［ｉ］．ｔｏ］．ｄｙに、節オブジ
ェクトｎｏｄｅ［ｅｄｇｅ［ｉ］．ｔｏ］．ｄｙの値に先に求めたｌｏｃａｌｄｙを加え
た値を、節オブジェクトｎｏｄｅ［ｅｄｇｅ［ｉ］．ｆｒｏｍ］．ｄｘに、節オブジェク
トｎｏｄｅ［ｅｄｇｅ［ｉ］．ｔｏ］．ｄｘの値からｌｏｃａｌｄｘを引いた値を、節オ
ブジェクトｎｏｄｅ［ｅｄｇｅ［ｉ］．ｆｒｏｍ］．ｄｙに、節オブジェクトｎｏｄｅ［
ｅｄｇｅ［ｉ］．ｔｏ］．ｄｙの値からｌｏｃａｌｄｙを引いた値を、それぞれ代入する
（ステップＳ４５２）。そして、汎用変数ｉに次の値「ｉ＋１」を代入する（ステップＳ
４５３）。ただし、ステップＳ４５１において、バネが無効（ｅｄｇｅ［ｉ］．ｆｌａｇ
＝ＦＡＬＳＥ）であった場合には（ステップＳ４５１；Ｎｏ）、ステップＳ４５２を飛ば
してステップＳ４５３の処理を行う。そして、新たな汎用変数ｉと最大出現節数ＷＭａｘ
の２倍の値とを比較し、汎用変数ｉがＷＭａｘの２倍の値以下であれば（ステップＳ４５
４；Ｎｏ）、ステップＳ４５１に戻って同様の処理を繰り返し、汎用変数ｉの値が最大出
現節数ＷＮａｘの２倍の値よりも大きくなったところで（ステップＳ４５４；Ｙｅｓ）、
このサブルートＤ５の処理を終了して次のサブルートＤ６へ移行する。
【００５６】
図２２に示すサブルートＤ６の処理工程では、前工程で得られた速度に基づいて、各節間
の斥力演算を行う。なお、本実施形態において、斥力の演算に関しては、分子間力の計算
に利用するレナード＝ジョーンズの式を用いず、より簡易に、斥力は距離の２乗に反比例
するとして演算を行うものとしている。まず、汎用変数ｉに値１を代入する（ステップＳ
４５５）。次に、前工程で得られた速度ｌｏｃａｌｄｘ、速度ｌｏｃａｌｄｙにそれぞれ
値０を代入し、さらに汎用変数ｊに値１を代入する（ステップＳ４５６）。そして、値ｉ
と値ｊの異同を検証する（ステップＳ４５７）。ここで、値ｉと値ｊとが一致しなければ
（ステップＳ４５７；Ｎｏ）、距離ｌｏｃａｌｖｘに、節オブジェクトｎｏｄｅ［ｉ］．
ｘの値と節オブジェクトｎｏｄｅ［ｊ］．ｘの値との差を、距離ｌｏｃａｌｖｙに、節オ
ブジェクトｎｏｄｅ［ｉ］．ｙの値と節オブジェクトｎｏｄｅ［ｊ］．ｙの値との差を、
距離ｌｏｃａｌｌｅｎに、距離ｌｏｃａｌｖｘの二乗値と距離ｌｏｃａｌｖｙの二乗値と
の和を代入する（ステップＳ４５８）。そして、この距離ｌｏｃａｌｌｅｎが値０である
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か否か、すなわち線オブジェクトｅｄｇｅに長さが存在するか否かを判断し、距離ｌｏｃ
ａｌｌｅｎに長さがあれば（ｌｏｃａｌｌｅｎ＞０，ステップＳ４５８；Ｎｏ）、速度ｌ
ｏｃａｌｄｘには、以前の速度ｌｏｃａｌｄｘに斥力定数ｂと距離ｌｏｃａｌｌｅｎの２
乗の逆数と距離ｌｏｃａｌｖｘの積を加算した値を代入し、速度ｌｏｃａｌｄｙには、以
前の速度ｌｏｃａｌｄｙに斥力定数ｂと距離ｌｏｃａｌｌｅｎの２乗の逆数と距離ｌｏｃ
ａｌｖｙの積を加算した値を代入する（ステップＳ４６０）。一方、距離ｌｏｃａｌｌｅ
ｎに長さがない場合は（ｌｏｃａｌｌｅｎ＝０，ステップＳ４５９；Ｙｅｓ）、速度ｌｏ
ｃａｌｄｘ，ｌｏｃａｌｄｙに微少な値を付与する（ステップＳ４６１）。すなわち、「
ｒａｎｄａｍ（）」を毎回異なる０以上１未満の実数を与える関数として速度ｌｏｃａｌ
ｄｘには、以前の速度ｌｏｃａｌｄｘに乱数と先に定義した微小数値ｄｅｌｔａｍとの積
を加算した値を代入し、速度ｌｏｃａｌｄｙには、以前の速度ｌｏｃａｌｄｙに乱数と先
に定義した微小数値ｄｅｌｔａｍとの積を加算した値を代入する。これは、距離ｌｏｃａ
ｌｌｅｎの値が０であると、商を求めることができないために、距離ｌｏｃａｌｌｅｎが
０の場合のみ、救済策として適当な数を乱数を用いて、速度ｌｏｃａｌｄｘ，ｌｏｃａｌ
ｄｙに与えることとしている。また、前記ステップＳ４５７において値ｉと値ｊとが一致
した場合には（ステップＳ４５６；Ｙｅｓ）、ステップＳ４５８～ステップＳ４６１を飛
ばす。そして次に、汎用変数ｊに、次の値「ｊ＋１」を代入して（ステップＳ４６２）、
この値ｊとノードポインタ（総節数）ｎｐとを比較する（ステップＳ４６３）。ここで、
値ｊがノードポインタｎｐ以下であれば（ステップＳ４６３；Ｎｏ）、ステップＳ４５７
に戻って同様の処理を繰り返し、値ｊがノードポインタｎｐよりも大きくなったところで
（ステップＳ４６３；Ｙｅｓ）、節の速度ｎｏｄｅ［ｉ］．ｄｘに前の節の速度ｎｏｄｅ
［ｉ］．ｄｘと速度ｌｏｃａｌｄｘとの和を、節の速度ｎｏｄｅ［ｉ］．ｄｙに前の節の
速度ｎｏｄｅ［ｉ］．ｄｙと速度ｌｏｃａｌｄｘとの和を、それぞれ代入する（ステップ
Ｓ４６４）。すなわち、各節について、それ自身以外の全ての節に対する斥力を演算して
、最後にそれ自身の各速度に加算する。そして汎用変数ｉに、次の値「ｉ＋１」を代入し
て（ステップＳ４６５）、この値ｉとノードポインタｎｐとを比較する（ステップＳ４６
６）。ここで、値ｉがノードポインタｎｐ以下であれば（ステップＳ４６６；Ｎｏ）、ス
テップＳ４５６に戻って同様の処理を繰り返し、値ｉがノードポインタｎｐよりも大きく
なったところで（ステップＳ４６６；Ｙｅｓ）、このサブルートＤ６における斥力演算の
工程を終了して、次のサブルートＤ７の処理工程へ移行する。
【００５７】
図２３に示すサブルートＤ７の処理工程では、前工程で得られた速度に基づいて、各節及
び線を出力デバイス１０５であるディスプレイに表示可能な領域へ移動させる処理を行う
。なお、以下の説明において、「ＷＩＤＴＨ」及び「ＨＥＩＧＨＴ」とは、ディスプレイ
における表示画面の幅及び高さを示す。画面には、０～ＷＩＤＴＨまで、０～ＨＥＩＧＨ
Ｔまでの領域が表示できるものとする。
【００５８】
まず、汎用変数ｉに値１を代入する（ステップＳ４６７）。そして、節の移動の可否につ
いて判断し（ｎｏｄｅ［ｎｐ］．ｌｏｃｋ＝ＴＲＵＥ？）、節が固定されている場合は（
ステップＳ４６８；Ｙｅｓ）、各速度（ｎｏｄｅ［ｉ］．ｄｘ，ｎｏｄｅ［ｉ］．ｄｙ）
に値０を代入した（ステップＳ４６８ａ）後にステップＳ４６９へ、節が固定されていな
い場合は（ステップＳ４６８；Ｎｏ）そのまま、各節の位置に現在の各速度を加算し（ｎ
ｏｄｅ［ｉ］．ｘにｎｏｄｅ［ｉ］．ｘとｎｏｄｅ［ｉ］．ｄｘの和を代入、ｎｏｄｅ［
ｉ］．ｙにｎｏｄｅ［ｉ］．ｙとｎｏｄｅ［ｉ］．ｄｙの和を代入）、次いで、表示範囲
外ならば範囲内いっぱいに修正する。具体的にはｎｏｄｅ［ｉ］．ｘに、ｎｏｄｅ［ｉ］
．ｘが値０未満なら値０を、それ以外ならｎｏｄｅ［ｉ］．ｘを代入する。ｎｏｄｅ［ｉ
］．ｘに、ｎｏｄｅ［ｉ］．ｘがＷＩＤＴＨ以上ならその値ＷＩＤＴＨを、それ以外なら
ｎｏｄｅ［ｉ］．ｘを代入する。また、ｎｏｄｅ［ｉ］．ｙに、ｎｏｄｅ［ｉ］．ｙが値
０未満なら値０を、それ以外ならｎｏｄｅ［ｉ］．ｙを代入する。ｎｏｄｅ［ｉ］．ｙに
、ｎｏｄｅ［ｉ］．ｙがＨＥＩＧＨＴ以上ならその値ＨＥＩＧＨＴを、それ以外ならｎｏ
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ｄｅ［ｉ］．ｘを代入する。最後に、各速度ｄｘ，ｄｙを、摩擦係数ｃｏｆとの積にする
ことにより減少させる（速度ｎｏｄｅ［ｉ］．ｄｘに，速度ｎｏｄｅ［ｉ］．ｄｘと摩擦
係数ｃｏｆとの積を代入、速度ｎｏｄｅ［ｉ］．ｄｙに，速度ｎｏｄｅ［ｉ］．ｄｙと摩
擦係数ｃｏｆとの積を代入）（以上、ステップＳ４６９）。そして、汎用変数ｉに次の値
「ｉ＋１」を代入して（ステップＳ４７０）、その値ｉとノードポインタｎｐとを比較す
る（ステップＳ４７１）。ここで、値ｉがノードポインタｎｐ以下であれば（ステップＳ
４７１；Ｎｏ）、ステップＳ４６８へ戻って同様の処理を繰り返し、値ｉがノードポイン
タｎｐよりも大きくなったところで（ステップＳ４７１；Ｙｅｓ）、サブルートＤ７にお
ける節の移動の処理を終え、次のサブルートＤ８の処理工程へ移行する。
【００５９】
図２４に示すサブルートＤ８の処理工程では、樹系図の描画による生成を実行する。すな
わち、前工程までで得られた節及び線に関する情報に基づいて、本工程では、まず線オブ
ジェクトｅｄｇｅの描画を行い、続いて節オブジェクトｎｏｄｅの描画を行う。
【００６０】
まず、辞書Ａについての表示（ａｄｒａｗ）の可否を判断し、辞書Ａの樹系図を表示する
場合は（ステップＳ４７２；Ｙｅｓ）、引数を開始ポインタ（１）及び終了ポインタ（最
大出現節数ＷＭａｘ）としてサブルートＧを実行した後、表示しない場合は（ステップＳ
４７２；Ｎｏ）すぐに続けて辞書Ｂについての表示（ｂｄｒａｗ）の可否を判断する。辞
書Ｂの樹系図を表示する場合は（ステップＳ４７３；Ｙｅｓ）、引数を開始ポインタ（最
大出現節数ＷＭａｘ）及び終了ポインタ（最大出現節数ＷＭａｘの二倍値）としてサブル
ートＧを実行した後、表示しない場合は（ステップＳ４７３；Ｎｏ）すぐに続けて汎用変
数ｉに値１を代入する（ステップＳ４７４）。
【００６１】
ここで、図２６を参照して、サブルートＧにおける処理について説明する。サブルートＧ
は特に何の返値を返さない、メインルーチンから頻繁に呼び出されるサブルーチンとして
機能し、サブルートＧを呼び出す時には開始ポインタ、終了ポインタのそれぞれを指定し
て呼び出すことが必要である。この工程では、有効な線オブジェクトｅｄｇｅを矢印とし
て描画し、線オブジェクトｅｄｇｅの内容である当該線オブジェクトｅｄｇｅの終点側の
節オブジェクトｎｏｄｅの関連情報に係る添字（ラベル）を、その線オブジェクトｅｄｇ
ｅの中点近傍に描画する。具体的には、開始ポインタ及び終了ポインタを引数として、ま
ず、線オブジェクトｅｄｇｅのフラグを検証する。すなわち、ｅｄｇｅ［ｉ］．ｆｌａｇ
が「ＦＡＬＳＥ」であれば（ステップＳ７０１；Ｙｅｓ）、このサブルートＧの処理を終
了するが、ｅｄｇｅ［ｉ］．ｆｌａｇが「ＴＲＵＥ」であれば（ステップＳ７０１；Ｎｏ
）、汎用変数ｉに開始ポインタを代入する（ステップＳ７０２）。ここで、開始ポインタ
は、上述したように辞書Ａの場合は１であり、辞書Ｂの場合は最大出現節数ＷＭａｘ＋１
である。次に、線オブジェクトｅｄｇｅの始点と終点の座標を設定する。すなわち、線オ
ブジェクトｅｄｇｅの始点の座標（ｘ１，ｙ１）に、（ｎｏｄｅ［ｅｄｇｅ［ｉ］．ｆｒ
ｏｍ］．ｘ，ｎｏｄｅ［ｅｄｇｅ［ｉ］．ｆｒｏｍ］．ｙ）を、終点の座標（ｘ２，ｙ２
）に、（ｎｏｄｅ［ｅｄｇｅ［ｉ］．ｔｏ］．ｘ，ｎｏｄｅ［ｅｄｇｅ［ｉ］．ｔｏ］．
ｙ）を、それぞれ代入する（ステップＳ７０３）。続いて、始点座標（ｘ１，ｙ１）から
終点座標（ｘ２，ｙ２）まで、所定の線種（ｅｄｇｅ［ｉ］．ｔｙｐｅ）で矢印を描画す
る（ステップＳ７０４）。ここで線種は、例えば、（ｅｄｇｅ［ｉ］．ｔｙｐｅ）が１な
ら実線、（ｅｄｇｅ［ｉ］．ｔｙｐｅ）が２なら点線等と定めておくことができる。次に
、描画した矢印で表される線オブジェクトｅｄｇｅの中点座標（（ｘ１＋ｘ２）／２，（
ｙ１＋ｙ２）／２）が、添字を示すラベル（ｅｄｇｅ［ｉ］．ｌａｂｅｌ）の文字列の中
央近傍となるように、当該ラベルの文字列を描画する（ステップＳ７０５）。そして、次
の線の描画のため、汎用変数ｉに次の値「ｉ＋１」を代入し（ステップＳ７０６）、この
変数ｉの値が終了ポインタよりも大きいか否かを判断する（ステップＳ７０７）。ここで
、終了ポインタは、辞書Ａならば最大出現節数ＷＭａｘであり、辞書Ｂならば最大出現節
数ＷＭａｘの二倍値である。変数ｉが終了ポインタ以下の値であれば（ステップＳ７０７
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；Ｎｏ）、ステップＳ７０３に戻って同様の処理を行い、変数ｉが終了ポインタ以下より
も大きくなった時点で、サブルートＧの処理を終了し、サブルートＤ８におけるステップ
Ｓ４７３又はステップＳ４７４に進む。
【００６２】
なお、添字を示すラベルの文字列は、線オブジェクトｅｄｇｅの終点が指す節オブジェク
トｎｏｄｅに描画される文字列である関連語句に係る関連情報に由来するものであり、例
えば、辞書Ａについて例に挙げると、「Ａ１」、「Ａ１２」、「Ａ１２２」等と表される
。始めの文字「Ａ」は、辞書Ａに関するものであることを示し、以下の数字は左側から１
桁目が第１階層、２桁目が第２階層、３桁目が第三階層……のそれぞれ説明文出現順位を
示す。すなわち、添字ラベル「Ａ１」は、その線オブジェクトｅｄｇｅの終点の節オブジ
ェクトｎｏｄｅに入る関連語句が、辞書Ａにおいて評価対象語句Ｗａを見出し語とする説
明文章（つまり第１階層）のうち、出現順位第１位（ＥＳ 1）の関連語句、換言すれば、
その関連情報がＡＲ＝ｓｅａｒｃｈｗｏｒｄ（Ｗａ，１）（ただし、品詞Ｃ及び語句出現
順位ＷｎＦｉｘはユーザ自身が指定済）であることを意味する。また、添字ラベル「Ａ１
２」は、その線オブジェクトｅｄｇｅの終点の節オブジェクトｎｏｄｅに入る関連語句が
、同辞書Ａにおいて、関連情報がＡＲ＝ｓｅａｒｃｈｗｏｒｄ（Ｗａ，１）を有する第１
階層の関連語句を見出し語とする説明文章（つまり第２階層）のうち、出現順位第２位（
ＥＳ 2）の関連語句、換言すれば、その関連情報がＡＲ＝ｓｅａｒｃｈｗｏｒｄ（ｓｅａ
ｒｃｈｗｏｒｄ（Ｗａ，１），２）であることを意味する。さらに同様に、添字ラベル「
Ａ１２２」は、その線オブジェクトｅｄｇｅの終点の節オブジェクトｎｏｄｅに入る関連
語句が、同辞書Ａにおいて、関連情報がＡＲ＝ｓｅａｒｃｈｗｏｒｄ（ｓｅａｒｃｈｗｏ
ｒｄ（Ｗａ，１），２）を有する第２階層の関連語句を見出し語とする説明文章（つまり
第３階層）のうち、出現順位第２位（ＥＳ 2）の関連語句、換言すれば、その関連情報が
ＡＲ＝ｓｅａｒｃｈｗｏｒｄ（ｓｅａｒｃｈｗｏｒｄ（ｓｅａｒｃｈｗｏｒｄ（Ｗａ，１
），２），２）であることを意味する。ただし、各階層や辞書Ｂについても同様である。
【００６３】
サブルートＤ８に説明を戻すと、次は節の描画を行う。ステップＳ４７４で汎用変数ｉに
値１を代入した後、描画すべき辞書が辞書Ａであり（ｎｏｄｅ［ｉ］．ｄｉｃ＝１）且つ
辞書Ａについての描画をする（ａｄｒａｗ＝ＴＲＵＥ）と判断した場合は（ステップＳ４
７５；Ｙｅｓ）、描画のターゲットとなる節を指し示す汎用変数ｉを引数としてサブルー
トＨを実行（ステップＳ４７５ａ）するが、それ以外の場合は（ステップＳ４７５；Ｎｏ
）サブルートＨの処理を行わずに次の辞書Ｂについての判断に進む。次に、描画すべき辞
書が辞書Ｂであり（ｎｏｄｅ［ｉ］．ｄｉｃ＝２）且つ辞書Ｂについての描画をする（ｂ
ｄｒａｗ＝ＴＲＵＥ）と判断した場合は（ステップＳ４７６；Ｙｅｓ）、描画のターゲッ
トとなる節を指し示す汎用変数ｉを引数としてサブルートＨを実行（ステップＳ４７６ａ
）するが、それ以外の場合は（ステップＳ４７６；Ｎｏ）サブルートＨの処理を行わずに
次の辞書Ａ及びＢについての判断に進む。すなわち、辞書Ａ及び辞書Ｂの両方を描画対象
とする（ｎｏｄｅ［ｉ］．ｄｉｃ＝３）場合は（ステップＳ４７７；Ｙｅｓ）、描画のタ
ーゲットとなる節を指し示す汎用変数ｉを引数としてサブルートＨを実行（ステップＳ４
７７ａ）するが、そうではない場合は（ステップＳ４７７；Ｎｏ）サブルートＨの処理を
行わずに、次の節についての処理を行うため、汎用変数ｉに次の値「ｉ＋１」を代入する
（ステップＳ４７８）。そして、この変数ｉとノードポインタｎｐとを比較し、変数ｉが
ノードポインタ以下であれば（ステップＳ４７９；Ｎｏ）、ステップＳ４７５に戻って次
の節について同様の処理を行い、変数ｉがノードポインタｎｐを越えた時点で（ステップ
Ｓ４７９；Ｙｅｓ）、サブルートＤ８の処理を終え、最後のサブルートＤ９の処理に移行
する。
【００６４】
ここで、図２７を参照して、サブルートＨにおける処理工程について説明する。サブルー
トＨは、特に何の返値を返さない、メインルーチンから頻繁に呼び出されるサブルーチン
として機能し、サブルートＨを呼び出す時には、ターゲット節を指定して呼び出すことが

10

20

30

40

50

(26) JP 3823151 B2 2006.9.20



必要である。まず、汎用変数ｉにターゲット節を代入し（ステップＳ８０１）、当該節オ
ブジェクトｎｏｄｅが表示されるべき座標（ｎｏｄｅ［ｉ］．ｘ，ｎｏｄｅ［ｉ］．ｙ）
を、汎用的に使用する座標（ｘ，ｙ）に代入する（ステップＳ８０２）。そして、この座
標（ｘ，ｙ）が語句の中央となるように、語句の背景となる語句表示欄たる枠を所定の形
状で描画する（ステップＳ８０３）。ここで、枠形状には、楕円や矩形等が挙げられ、見
やすさのために、枠の色や形は、辞書（ｎｏｄｅ［ｉ］．ｄｉｃ）に依存して変化させる
ことが望ましい。本実施形態では、辞書Ａには矩形、辞書Ｂには楕円形の枠を適用するも
のとする。さらに、辞書Ａ及びＢに共通の語句が入る節には、矩形と楕円形を合成した形
状を適用するものとする。また、ｎｏｄｅ［ｉ］．ｌｏｃｋがＴＲＵＥかＦＡＬＳＥかに
よって、微妙に枠の色や形に差をつけるのも、理解の容易さからも好ましいといえる。そ
して最後に、座標（ｘ，ｙ）が語句文字列の中央となるように、当該節に入るべき関連語
句を示す語句文字列（ｎｏｄｅ［ｉ］．ｗｏｒｄ）を描画して（ステップＳ８０４）、サ
ブルートＨにおける処理を終了する。この段階で、ディスプレイには、生成及び描画され
た辞書Ａ，Ｂにかかる樹系図が表示されることになる。
【００６５】
図２５は、最後の処理工程であるサブルートＤ９における処理を示すものであり、この工
程では、全行程でディスプレイに表示された樹系図に関して、所定画面上でユーザが入力
デバイス１０６を用いて所定の操作を行うのに伴って、当該樹系図の表示変更を実行する
。まず、汎用タイマーｔを値０としておき（ステップＳ４８０）、所定画面に対するユー
ザによるマウスクリック等の入力デバイス１０６を用いた入力により、辞書Ａの描画希望
を判断する。辞書Ａの描画希望を示す入力があった場合（ステップＳ４８１；Ｙｅｓ）は
、ａｄｒａｗを「ＴＲＵＥ」として辞書Ａを描画すると決定して辞書Ａの樹系図の表示を
行い（ステップＳ４８１ａ）、辞書Ａの描画希望を示す入力がない又は描画しないことを
希望する入力あった場合（ステップＳ４８１；Ｎｏ）は、ａｄｒａｗを「ＦＡＬＳＥ」と
して辞書Ａを描画しないと決定する（ステップＳ４８１ｂ）。次に、辞書Ａの場合と同様
に、辞書Ｂの描画希望を判断する。辞書Ｂの描画希望を示す入力があった場合（ステップ
Ｓ４８２；Ｙｅｓ）は、ｂｄｒａｗを「ＴＲＵＥ」として辞書Ｂを描画すると決定して辞
書Ｂの樹系図の表示を行い（ステップＳ４８２ａ）、辞書Ｂの描画希望を示す入力がない
又は描画しないことを希望する入力あった場合（ステップＳ４８２；Ｎｏ）は、ｂｄｒａ
ｗを「ＦＡＬＳＥ」として辞書Ｂを描画しないと決定する（ステップＳ４８２ｂ）。すな
わち、例えば前記所定の画面上に、辞書Ａ及び辞書Ｂについて、それぞれ表示又は非表示
をしめすラジオボタン等のＧＵＩを設けておき、ユーザの入力に従って、辞書Ａ、Ｂの両
方の樹系図の表示、辞書Ａのみの樹系図の表示、辞書Ｂのみの樹系図の表示等の表示形式
が決定される。また、入力デバイス１０６の利用に基づくユーザの入力により、特定の語
句ｉ（評価対象語句Ｗａ、又は他の任意の関連語句）の画面上の固定化の指示があれば（
ステップＳ４８３；Ｙｅｓ）、当該語句の節を固定化し（ｎｏｄｅ［ｉ］．ｌｏｃｋに「
ＴＲＵＥ」を代入、ステップＳ４８３ａ）、その指示がなければ（ステップＳ４８３；Ｎ
ｏ）、当該語句の節を固定化しないと決定する（ｎｏｄｅ［ｉ］．ｌｏｃｋに「ＦＡＬＳ
Ｅ」を代入、ステップＳ４８３ｂ）。さらに、入力デバイス１０６の利用に基づくユーザ
の入力、例えばマウスを利用した語句の節のドラッグ操作により、特定の語句ｉ（評価対
象語句Ｗａ、又は他の任意の関連語句）の画面上の移動の指示があれば（ステップＳ４８
４；Ｙｅｓ）、当該語句の節の座標（ｎｏｄｅ［ｉ］．ｘ，ｎｏｄｅ［ｉ］．ｙ）を指示
に従って変化させた後（ステップＳ４８４ａ）、その指示がなければ（ステップＳ４８４
；Ｎｏ）続いて、汎用タイマーｔに次の値「ｔ＋１」を代入する（ステップＳ４８５）。
そして、ユーザの入力により終了希望がなければ（ステップＳ４８６；Ｎｏ）、このタイ
マーｔと設定された待ち時間とを比較し、タイマーｔが待ち時間以下ならば（ステップＳ
４８７；Ｎｏ）、ステップＳ４８１に戻って同様の処理を繰り返し、タイマーｔが待ち時
間を超えると（ステップＳ４８７；Ｙｅｓ）、サブルートＤ５におけるステップＳ４５０
に戻ってバネ演算処理を行う（Ｄ５－ｘ）。また、ユーザ入力により終了希望があれば（
ステップＳ４８７；Ｙｅｓ）、サブルートＤ９の処理を終了して、このプログラムの処理
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を終える。
【００６６】
ここで、本実施形態の辞書評価支援装置Ａ７を利用した具体例について説明する。この例
では、二つの日本語の国語電子辞書（辞書Ａ、辞書Ｂ）を利用し、初期値である評価対象
語句Ｗａとして「五街道」という語句がユーザに入力されたとする。また、ユーザの入力
により、階層指定情報ＬｎＭａｘは第３階層（Ｌ 3）、説明文出現順位指定情報ＥＳｎＭ
ａｘは第２位（ＥＳ 2）、語句出現順位指定情報ＷｎＦｉｘは第１位（Ｗ 1）、品詞指定情
報Ｃは普通名詞が、それぞれ選択されたとする。
【００６７】
これらの情報を元にして前記プログラムに基づく上述した通りの処理工程により得られた
関連語句を辞書ごとにまとめた一覧表を図２８に示す。同図に示すとおり、まず辞書Ａに
ついては、評価対象語句Ｗａ「五街道」に対して、それを見出し語とする第１階層（Ｌ 1

）の説明文章ＥＷからは、関連語句ＡＲとして「江戸時代」（ＥＳ 1）、「東海道」（Ｅ
Ｓ 2）の二つの語句が得られた。また、「江戸時代」を見出し語とする第２階層（Ｌ 2）の
説明文章ＥＷからは、関連語句ＡＲとして「徳川家康」（ＥＳ 1）、「徳川時代」（ＥＳ 2

）の二つの語句が得られた。さらに、「徳川家康」を見出し語とする第３階層（Ｌ 3）の
説明文章ＥＷからは、関連語句ＡＲとして「徳川初代将軍」（ＥＳ 1）、「松平広忠」（
ＥＳ 2）の二つの語句が得られた。また、「徳川時代」を見出し語とする第３階層（Ｌ 3）
の説明文章ＥＷからは、関連語句ＡＲとして「江戸時代」（ＥＳ 1）という関連語句のみ
が得られ、説明文出現順位第２位（ＥＳ 2）の説明文には指定された品詞に対応する語句
が存在しなかったか、又は説明文出現順位第２位（ＥＳ 2）の説明文自体が存在しなかっ
たことから処理が終了（＜終了＞）された。一方、「東海道」を見出し語とする第２階層
（Ｌ 2）の説明文章ＥＷからは、関連語句ＡＲとして「五畿七道」（ＥＳ 1）、「畿内」（
ＥＳ 2）の二つの語句が得られた。さらに、「五畿七道」を見出し語とする第３階層（Ｌ 3

）の説明文章ＥＷからは、関連語句ＡＲとして「律令制」（ＥＳ 1）、「山城」（ＥＳ 2）
の二つの語句が得られた。また、「畿内」を見出し語とする第３階層（Ｌ 3）の説明文章
ＥＷからは、関連語句ＡＲとして「帝都」（ＥＳ 1）、「中国」（ＥＳ 2）の二つの語句が
得られた。
【００６８】
一方、辞書Ｂについては、評価対象語句Ｗａ「五街道」に対して、それを見出し語とする
第１階層（Ｌ 1）の説明文章ＥＷからは、関連語句ＢＲとして「江戸時代」（ＥＳ 1）、「
東海道」（ＥＳ 2）の二つの語句が得られた。また、「江戸時代」を見出し語とする第２
階層（Ｌ 2）の説明文章ＥＷからは、関連語句ＢＲとして「徳川氏」（ＥＳ 1）、「１６０
３」（ＥＳ 2）の二つの語句が得られた。さらに、「徳川氏」を見出し語とする第３階層
（Ｌ 3）の説明文章ＥＷからは、関連語句ＢＲとして「姓名」（ＥＳ 1）、「江戸幕府」（
ＥＳ 2）の二つの語句が得られた。また、「１６０３」を見出し語とする第３階層（Ｌ 3）
の説明文章ＥＷ自体が存在しないことから、関連語句ＢＲの抽出はされずに、説明文出現
順位第１位（ＥＳ 1）及び第２位（ＥＳ 2）ともに処理が終了（＜終了＞）された。一方、
「東海道」を見出し語とする第２階層（Ｌ 2）の説明文章ＥＷからは、関連語句ＢＲとし
て「律令制」（ＥＳ 1）、「現在」（ＥＳ 2）の二つの語句が得られた。さらに、「律令制
」を見出し語とする第３階層（Ｌ 3）の説明文章ＥＷからは、関連語句ＢＲとして「律令
格式」（ＥＳ 1）という関連語句のみが得られ、説明文出現順位第２位（ＥＳ 2）の説明文
には指定された品詞に対応する語句が存在しなかったか、又は説明文出現順位第２位（Ｅ
Ｓ 2）の説明文自体が存在しなかったことから処理が終了（＜終了＞）された。また、「
現在」を見出し語とする第３階層（Ｌ 3）の説明文章ＥＷからは、関連語句ＢＲとして「
今」（ＥＳ 1）、「時」（ＥＳ 2）の二つの語句が得られた。
【００６９】
また、これらの得られた関連語句それぞれについての関連情報を、辞書Ａ，Ｂごとに一覧
表としてまとめたものを図２９に示す。なお同図では、関連情報を示す関数ｓｅａｒｃｈ
ｗｏｒｄ（）を便宜的にｆ（）として表している。以下の説明でも、関数ｓｅａｒｃｈｗ
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ｏｒｄ（）をｆ（）と読み替えるとすると、以上の結果から、辞書Ａ及び辞書Ｂから得ら
れた関連語句ＡＲ、ＢＲのうち，「江戸時代」｛ＡＲ＝ｆ（五街道，１），ＡＲ＝ｆ（ｆ
（ｆ（五街道，１），２）１），ＢＲ＝ｆ（五街道，１）｝、「東海道」｛ＡＲ＝ｆ（五
街道，２），ＢＲ＝ｆ（五街道，２）｝、「律令制」｛ＡＲ＝ｆ（ｆ（ｆ（五街道，２）
，１）１），ＢＲ＝ｆ（ｆ（五街道，２），１）｝について、辞書間での関連語句の重複
が認められた。また、関連語句「江戸時代」に関しては、辞書Ａ内での重複｛ＡＲ＝ｆ（
五街道，１），ＡＲ＝ｆ（ｆ（ｆ（五街道，１），２）１）｝が認められた。
【００７０】
そして、以上得られた情報を元にして描画・生成され、ディスプレイに表示された辞書Ａ
，Ｂについての評価対象語句Ｗａ及び関連語句ＡＲ，ＢＲに関する樹系図を図３０に示す
。同図に示す画面上覧は樹系図表示欄Ｇ１であり、画面下欄は辞書選択欄Ｇ２である。樹
系図表示欄Ｇ１においては、辞書Ａに関する語句の節オブジェクトｎｏｄｅを楕円形の枠
で表し、辞書Ｂに関する語句の節オブジェクトｎｏｄｅを矩形の枠で表している。特に、
辞書Ａ，Ｂ間で重複する語句（評価対象語句Ｗａがを含む）の節オブジェクトｎｏｄｅは
、楕円形と矩形とを合成した形状の枠で表している。また、辞書Ａに関する節オブジェク
トｎｏｄｅ間の線オブジェクトｅｄｇｅは実線で、辞書Ｂに関する節オブジェクトｎｏｄ
ｅ間の線オブジェクトｅｄｇｅは点線で表している。そして、各線オブジェクトｅｄｇｅ
の中点近傍には、添字ラベルとして関連情報を表す文字列を描画している。さらに、辞書
選択欄Ｇ２には、表示する辞書の選択欄がラジオボタンｒｂ等とともに設けてあり、何れ
かのラジオボタンｒｂをユーザがマウスによるクリックなどで選択することで、表示され
る辞書の樹系図が変更される。図３１には辞書Ａに関する樹系図のみを示す画面例、図３
２には辞書Ｂに関する樹系図のみを示す画面例を示しているが、これらの他に、矢印、添
字、節のそれぞれの表示と非表示をユーザの希望に合わせて変更することも可能である。
なお、樹系図のディスプレイへの表示のみならず、樹系図をプリンタに出力して用紙に印
刷したり、他のコンピュータに送信するように構成することも可能であるし、辞書ごとに
得られた関連語句の一覧表（図２８参照）や、関連情報の一覧表（図２９参照）等をディ
スプレイやプリンタや他のコンピュータ等の出力デバイス１０５に出力して、画面表示や
印刷を行うようにすることも可能である。
【００７１】
以上に詳述したように、本実施形態によれば、２つの電子辞書Ａ，Ｂを利用して、共通の
評価対象語句Ｗａに関連のある語句の抽出を行い、それらの語句を関連語句として得ると
ともに、各関連語句と評価対象語句Ｗａとの関係を表す関連情報を得て、それらを元にし
た語句同士の関係を表す樹形図を得ることで、これらの得られた情報から、ユーザは、電
子辞書Ａ，Ｂ内に格納されている実質的な情報として辞書内における語句の繋がりを知る
ことができ、さらに辞書Ａ，Ｂ同士の内容に関する比較をすることが可能である。したが
って本実施形態は、従来では辞書の表層的な情報によってのみ可能であった辞書の選択作
業と比較すると、辞書の内容的な情報に基づいた選択が初めて可能となる点で極めて有益
なものである。
【００７２】
なお、本発明は、上述した実施形態に限られるものではなく、前述した辞書評価支援装置
Ａ１～Ａ６の何れかの態様とすることができるものである。また、ユーザがインターネッ
ト等に接続したクライアントコンピュータを利用している場合には、本発明は、そのクラ
イアントコンピュータから評価対象語句等の入力を受け付けて、関連情報や樹系図の画像
データを生成してクライアントコンピュータへ返信するサーバコンピュータとしても実現
できるものである。さらに各部の具体的構成についても上記実施形態に限られるものでは
なく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で種々変形が可能である。
【００７３】
【発明の効果】
本発明は、以上に詳述したように、複数の電子辞書の内容を評価して辞書同士の比較検討
を行うに当たって、従来のような見出し語数や例文数等の表層的な情報ではなく、電子辞
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書に格納された見出し語とその説明とに基づいて得られる各辞書内の記述の内容的な繋が
りを、当初に入力された評価対象語句に関する関連語句及び関連情報として辞書ごとに得
ることができ、最終的には得られた関連語句同士の繋がりを樹系図というビジュアル的な
態様で得ることができるものである。したがって、各辞書の本質的な記述内容に基づいて
当該辞書自体の評価をできるだけでなく、辞書同士の内容的な比較をも行うことができる
ようになるため、従来では得られなかった情報を、辞書を購入又は利用する前に得ること
ができる意味で、極めて画期的であり且つ有用なものである。
【００７４】
また本発明を利用すれば、インターネット上で辞書情報を比較・展開することも可能であ
る。例えば辞書の全てをインターネット上でそのまま公開すると、その情報の全てを購入
前に持ち去られてしまい、結果として辞書が売れなくなる恐れがある。それを避けるため
に辞書の極一部分だけを公開したとしても、ユーザが特に利用したい語句が公開されてい
ないと、結局その情報はユーザに不満を抱かす結果となる。本発明によれば、辞書の全て
の見出し語から比較することが可能であり、それでありながら劣化させたごく一部の情報
（１つの見出し語から数語句のみ）の情報しか与えないために、辞書の内容そのもの全て
を購入前に持ち去られることや、実際に辞書の代わりに利用されるということはない。全
ての見出し語を調べられる恐れはあるが、辞書の機能である「見出し語から説明文を直接
参照する」ことが出来ないために、辞書機能を無料で解放している事にはならない。ユー
ザーにとっては単なる見出し語の語彙数よりも、見出し語の語彙の偏りを購入前に比較す
るほうが重要であると思われ、本発明はその部分を重点的に解決することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の請求項１、２、３に対応する辞書評価支援装置の機能構成図。
【図２】本発明の請求項４、５、６に対応する辞書評価支援装置の機能構成図。
【図３】本発明の請求項７に対応する辞書評価支援装置の機能構成図。
【図４】本発明の請求項８に対応する辞書評価支援装置の機能構成図。
【図５】本発明の請求項９に対応する辞書評価支援装置の機能構成図。
【図６】本発明の請求項１０～２０に対応する辞書評価支援装置の機能構成図。
【図７】本発明の一実施形態に係る辞書評価支援装置の機能構成図。
【図８】本発明の一実施形態が適用されるコンピュータの概略的な機器構成図。
【図９】同実施形態で適用される電子辞書の内部データの一例を示す図。
【図１０】同実施形態の処理工程の全体を概略的に示すフローチャート。
【図１１】図１０におけるサブルートＡの処理工程を示すフローチャート。
【図１２】図１０におけるサブルートＢの処理工程を示すフローチャート。
【図１３】図１０におけるサブルートＣの処理工程を示すフローチャート。
【図１４】図１０におけるサブルートＤの処理工程を示すフローチャート。
【図１５】図１１及び図１６におけるサブルートＥの処理工程を示すフローチャート。
【図１６】図１３におけるサブルートＦの処理工程を示すフローチャート。
【図１７】図１４におけるサブルートＤ１の処理工程を示すフローチャート。
【図１８】図１４におけるサブルートＤ２の処理工程を示すフローチャート。
【図１９】図１４におけるサブルートＤ３の処理工程を示すフローチャート。
【図２０】図１４におけるサブルートＤ４の処理工程を示すフローチャート。
【図２１】図１４におけるサブルートＤ５の処理工程を示すフローチャート。
【図２２】図１４におけるサブルートＤ６の処理工程を示すフローチャート。
【図２３】図１４におけるサブルートＤ７の処理工程を示すフローチャート。
【図２４】図１４におけるサブルートＤ８の処理工程を示すフローチャート。
【図２５】図１４におけるサブルートＤ９の処理工程を示すフローチャート。
【図２６】図２４におけるサブルートＧの処理工程を示すフローチャート。
【図２７】図２４におけるサブルートＨの処理工程を示すフローチャート。
【図２８】同実施形態で生成される関連語句の一具体例を示す図。
【図２９】図２８に対応して同実施形態で生成される関連情報の一具体例を示す図。
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【図３０】図２８及び図２９に対応して同実施形態で描画・生成されディスプレイに表示
される樹系図の一具体例を示す図。
【図３１】同樹系図の一例を示す図。
【図３２】同樹系図の一例を示す図。
【符号の説明】
１…語句入力受付手段
２…見出し語検索手段
３…説明文章抽出手段
４…関連語句出力手段
５…関連情報生成手段
６…関連情報出力手段
７…階層指定情報受付手段
８…説明文出現順位指定情報受付手段
９…樹系図生成手段
１０…樹系図出力手段
１１…品詞指定受付手段
Ａ１，Ａ２，Ａ３，Ａ４，Ａ５，Ａ６…辞書評価支援装置
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(31) JP 3823151 B2 2006.9.20



【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】
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